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永
井
荷
風
（
一
八
八
九
～
一
九
五
九
年
）
の
『
江
戸
藝
術
論
』（
春
陽
堂
一
九
二
〇
年
三
月
）

は
全
十
篇
の
文
章
か
ら
な
る
。
一
章
を
除
い
て
一
九
一
三
年
、
一
四
年
に
執
筆
し
て
お

り
、
大
幅
に
改
変
し
た
本
文
が
上
梓
さ
れ
た
。
内
容
は
浮
世
絵
研
究
と
、
浮
世
絵
と
か

か
わ
り
の
深
い
演
劇
や
文
芸
に
か
か
わ
る
論
考
で
あ
る
。
今
日
で
こ
そ
保
存
状
態
の
良

い
名
品
が
鑑
賞
で
き
る
が
、
明
治
・
大
正
期
に
は
浮
世
絵
版
画
は
庶
民
が
消
費
す
る
印

刷
物
と
み
な
さ
れ
、
十
七
世
紀
、
十
八
世
紀
の
質
の
高
い
も
の
は
海
外
に
流
出
し
た
か

あ
る
い
は
国
内
の
好
事
家
の
手
元
に
蔵
さ
れ
て
い
た
。
現
代
の
美
術
史
で
の
作
品
研
究

の
水
準
か
ら
み
れ
ば
、
絵
柄
も
摺
も
玉
石
混
交
で
贋
作
も
多
い
こ
の
時
期
で
の
論
述
は
、

学
術
的
と
は
言
い
が
た
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
後
代
の
専
門
家
か
ら
の
評
価
と
し
て
は
、

典
型
的
な
も
の
に
東
京
国
立
博
物
館
資
料
課
長
で
浮
世
絵
を
専
門
と
し
た
近
藤
市
太
郎

の
言
が
あ
り
、「
以
上
荷
風
の
浮
世
絵
論
を
検
討
し
て
み
て
、
年
代
や
、
歴
史
的
事
実

に
研
究
の
行
き
と
ゞ
か
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
り
、
多
少
の
誤
謬
が
あ
つ
た
り
す
る
が
、

こ
れ
は
、
当
時
と
し
て
は
い
た
し
か
た
な
い
こ
と
が
あ
る
。
寧
ろ
欧
米
各
国
の
研
究
書

を
通
読
し
、
日
本
人
と
し
て
は
じ
め
て
わ
が
国
に
浮
世
絵
の
美
を
紹
介
し
た
功
績
は
ま

こ
と
に
偉
大
で
あ
る
。（

１
）」
と
、
こ
の
分
野
で
の
先
駆
的
価
値
を
認
め
て
い
る
。

　

筆
者
は
す
で
に
『
三
田
文
学
』
に
発
表
し
た
初
出
稿
を
も
と
に
、
帰
朝
者
で
あ
り
フ

ラ
ン
ス
文
学
・
文
化
の
教
授
の
立
場
に
あ
っ
た
荷
風
が
、
欧
米
で
の
ま
な
ざ
し
で
も
っ

て
日
本
の
風
土
や
文
化
を
と
ら
え
、
価
値
を
伝
え
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
ジ
ャ
ポ
ニ

ス
ム
の
還
流
」
の
立
場
か
ら
の
執
筆
で
あ
っ
た
旨
論
じ
て
い
る
。

（
２
）

本
稿
で
は
単
行
本

南
　
　
　
明
日
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永
井
荷
風『
江
戸
藝
術
論
』の
成
立
　
―
―
ポ
ス
ト
・
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
浮
世
絵
研
究

を
ふ
ま
え
て
、
前
半
は
作
家
を
後
半
は
本
文
解
釈
を
中
心
に
、
改
編
し
た
本
文
か
ら
わ

か
る
荷
風
が
学
ん
だ
欧
米
の
浮
世
絵
研
究
と
そ
れ
ら
へ
の
反
応
の
変
化
、
荷
風
の
浮
世

絵
観
と
江
戸
文
化
の
中
で
の
位
置
づ
け
と
そ
の
変
化
、
後
代
へ
の
影
響
を
考
察
し
て

「
ポ
ス
ト
・
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」
の
時
期
に
生
ま
れ
る
べ
く
し
て
あ
っ
た
一
冊
で
あ
っ
た

こ
と
を
確
認
す
る
。

　

＊�

本
稿
で
の
荷
風
の
『
江
戸
藝
術
論
』
の
引
用
は
、『
荷
風
全
集
』
第
十
巻
（
岩
波
書

店
二
〇
一
〇
年
三
月
）
に
よ
り
そ
の
ペ
ー
ジ
数
を
記
す
。
荷
風
の
そ
の
他
の
文
章

に
つ
い
て
は
、
執
筆
時
期
の
理
解
の
た
め
に
本
文
中
に
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
『
浮
世
絵
研
究
』
か
ら
『
江
戸
藝
術
論
』
へ 

　

そ
も
そ
も
一
九
一
三
年
は
荷
風
の
執
筆
活
動
で
の
「
新
た
な
展
開
を
見
せ
た
」
時
期
、

す
な
わ
ち
「『
父
の
恩
』
の
執
筆
を
経
て
、
江
戸
の
浮
世
絵
、
演
劇
、
文
学
へ
の
関
心
を

深
め
」、『
珊
瑚
集
』（
籾
山
書
店
一
九
一
三
年
四
月
）
を
仕
上
げ
た
期
間
に
な
る
。
（
３
）

言
い
換

え
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
の
詩
や
散
文
の
翻
訳
、
自
ら
の
評
論
を
収
め
た
訳
詩
文
集
『
珊
瑚

集
』
の
出
版
は
、「
帰
朝
者
」
荷
風
と
し
て
の
活
動
の
一
区
切
り
で
あ
り
、
江
戸
の
文

化
に
生
活
面
で
も
執
筆
面
で
も
集
中
し
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
。
荷
風
は
同
時
期
に
、

「
わ
れ
先
頃
よ
り
江
戸
都
会
趣
味
の
江
戸
藝
術
に
伴
ひ
て
、
明
治
に
入
り
て
以
後
、
漸

次
に
衰
滅
し
行
き
し
有
様
を
取
り
て
三
期
に
分
ち
一
巻
の
風
俗
美
術
史
の
如
き
も
の
を

編
纂
せ
ん
と
し
つ
つ
あ
り
。」
と
し
、
こ
れ
は
「
江
戸
趣
味
衰
滅
史
」（「
東
京
の
夏
の
趣
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・�

「
浮
世
絵
と
江
戸
演
劇
」（
文
語
体
『
三
田
文
学
』
一
九
一
四
・
七
「
大
正
三
年
稿
」）

　

執
筆
と
掲
載
の
順
序
か
ら
み
て
、「
浮
世
絵
の
鑑
賞
」
を
総
合
雑
誌
『
中
央
公
論
』

に
掲
載
す
る
に
あ
た
り
文
語
体
に
し
、
単
行
本
で
総
論
と
し
て
巻
頭
に
据
え
る
の
が
適

当
と
考
え
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
倣
っ
て
す
で
に
口
語
体
で
発
表
し
て
い
た
三
本
も
、

文
語
体
に
改
め
る
準
備
は
早
い
う
ち
に
で
き
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
先
に
見
た
一
九
一
四

年
二
月
時
で
の
刊
行
予
定
か
ら
論
文
が
増
え
て
い
て
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
浮
世
絵
の

歴
史
を
一
通
り
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
つ
荷
風
の
持
論
で
あ
っ
た
江
戸
演
劇
と
浮

世
絵
と
の
類
似
を
説
く
こ
と
も
で
き
て
、
単
な
る
欧
米
人
の
言
説
の
受
け
入
れ
で
は
な

く
な
る
。
こ
れ
で
出
版
は
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
果
た
し
て
実
現

は
し
な
か
っ
た
。

　

こ
の
一
連
の
浮
世
絵
に
関
す
る
発
表
に
続
い
て
、
荷
風
は
『
三
田
文
学
』
で
「
日
和

下
駄
」
の
連
載
を
一
九
一
四
年
八
月
に
始
め
、
こ
れ
は
翌
年
六
月
ま
で
続
き
、
単
行
本

『
日
和
下
駄　

一
名
東
京
散
策
記
』
は
十
一
月
に
は
籾
山
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
そ

の
際
「
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
」
を
付
録
の
よ
う
な
形
で
収
録
し
、
さ
ら
に
図

版
と
な
る
版
画
を
十
七
点
挿
入
し
た
。「
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
」
は
、『
日
和

下
駄
』
を
実
践
編
と
み
る
な
ら
ば
い
わ
ば
理
論
編
に
な
る
。
口
語
体
か
ら
文
語
体
に
変

え
た
の
み
な
ら
ず
、
内
容
に
も
手
を
入
れ
て
一
部
情
報
を
改
め
て
い
る
。
こ
の
段
階
で

す
で
に
出
版
の
意
思
が
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
「
日
和
下
駄
」
の
連
載
中
の
一
九
一
四
年
二
月
に
、
酒
井
好
古
堂
が
雑
誌

『
浮
世
絵
』
の
発
行
を
始
め
た
（
一
九
二
〇
年
七
月
迄
）。
従
来
と
は
異
な
っ
て
欧
米
の

研
究
を
意
識
し
た
、
ま
た
荷
風
の
情
緒
的
な
浮
世
絵
鑑
賞
の
文
体
を
模
倣
す
る
よ
う
な

文
章
が
掲
載
さ
れ
た
。
荷
風
も
執
筆
予
定
者
に
入
っ
て
い
た
が
寄
稿
し
て
い
な
い
。

「
日
和
下
駄
」
雑
誌
連
載
終
了
後
に
は
、
小
島
烏
水
（
一
八
七
三
～
一
九
四
八
）
が
『
浮

世
絵
と
風
景
画
』（
前
川
文
栄
閣
一
九
一
四
年
八
月
）
を
刊
行
し
た
。
紀
行
文
家
と
し
て
も

有
名
で
あ
っ
た
烏
水
は
、
一
九
〇
三
年
に
牧
師
で
山
岳
家
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト

ン
の
住
居
を
訪
問
し
て
北
斎
を
目
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
浮
世
絵
研
究

を
始
め
た
。
同
書
は
広
重
論
と
い
っ
て
も
よ
く
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
浮
世
絵
研
究
を
ベ
ー

ス
に
独
自
の
解
釈
を
加
え
て
い
た
。
む
ろ
ん
荷
風
の
論
考
も
参
照
し
て
い
る
。
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
つ
ま
り
自
身
の
追
随
者
が
現
れ
る
中
で
、
図
版
と
す
る
作
品
を
改
め
て

味
」『
中
央
公
論
』
一
九
一
三
年
七
月
、
引
用
は
『
荷
風
全
集
』
第
十
一
巻
、
岩
波
書
店
二
〇
〇

九
年
四
月
、
一
九
六
頁
）
に
な
る
と
も
書
い
て
い
た
。
だ
が
ま
ず
は
江
戸
趣
味
を
成
立
さ

せ
て
い
た
と
い
う
、「
平
民
文
学
と
浮
世
絵
美
術
」（
同
前
）
の
研
究
に
と
り
か
か
っ
た

わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
荷
風
は
当
時
勤
務
し
て
い
た
慶
應
義
塾
大
学
で
浮
世
絵
展
を
企

画
し
た
り
、
ま
た
一
九
一
四
年
二
月
号
の
『
三
田
文
学
』
の
「
消
息
」
欄
で
の
刊
行
予

定
に
「
浮
世
絵
研
究　

永
井
荷
風
氏
著
」
と
あ
る
よ
う
に
、
研
究
の
成
果
と
し
て
ま
と

め
る
心
づ
も
り
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
と
は
い
え
『
浮
世
絵
研
究
』
は
未
刊
行
の
ま
ま
終

わ
り
、
そ
れ
か
ら
六
年
ほ
ど
を
経
て
大
き
く
改
編
し
た
論
考
が
単
行
本
『
江
戸
藝
術

論
』
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
ど
の
時
点
で
『
浮
世
絵
研
究
』
か
ら
よ
り
広
範
囲
な
『
江
戸
藝
術
論
』
に

な
っ
た
の
か
。
単
に
タ
イ
ト
ル
の
変
更
と
い
う
以
上
に
、
雑
誌
『
三
田
文
学
』
掲
載
時

と
単
行
本
と
で
本
文
に
手
入
れ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
岩
波
書
店

版
『
荷
風
全
集
』
に
は
、
も
と
も
と
修
正
癖
の
あ
る
荷
風
の
本
文
に
つ
い
て
「
校
異

表
」
を
各
巻
に
付
し
て
い
た
。『
江
戸
藝
術
論
』
に
い
た
っ
て
は
、「
異
文
」
と
し
て
十

本
の
う
ち
四
本
を
上
げ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
未
刊
行
の
『
浮
世
絵
研
究
』
の
目
次
を
、

仮
に
発
表
も
し
く
は
執
筆
順
に
収
録
す
る
と
し
て
、
想
定
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

な
お
煩
瑣
に
な
る
の
で
省
略
し
た
が
、『
三
田
文
学
』
掲
載
の
原
稿
は
す
べ
て
目
次
で

は
「（
評
論
）」
の
語
が
付
さ
れ
て
い
る
。
文
末
に
成
稿
時
期
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
そ

れ
も
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
単
行
本
で
初
め
て
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

・�

「
浮
世
絵
の
鑑
賞
」（
文
語
体
『
中
央
公
論
』
一
九
一
四
・
一
、「
大
正
二
年
正
月
稿
」）

　

・��

「
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
」（
口
語
体
『
三
田
文
学
』
一
九
一
三
・
七
「
大
正
二

年
六
月
稿
」）

　

・�

「
ゴ
ン
ク
ウ
ル
の
歌
磨
伝　

幷
に
北
斎
伝
」（
口
語
体
『
三
田
文
学
』
一
九
一
三
・
九
）

　

・
「
欧
人
の
観
た
る
葛
飾
北
斎
」（
口
語
体
『
三
田
文
学
』
一
九
一
三
・
十
）

　

・�

「
鈴
木
春
信
の
錦
絵
」（
文
語
体
『
三
田
文
学
』
一
九
一
四
・
一
）　

四
点
の
挿
画
あ
り
。

　

・�

「
欧
米
に
於
け
る
浮
世
絵
研
究
の
顚
末
」（
文
語
体
『
三
田
文
学
』
一
九
一
四
・
二
「
大

正
三
年
稿
」）

　

・�

「
江
戸
演
劇
の
特
徴
」（
文
語
体
『
三
田
文
学
』
一
九
一
四
・
五
「
大
正
三
年
稿
」）

　

・�

「
衰
頽
期
の
浮
世
絵
」（
文
語
体
『
三
田
文
学
』
一
九
一
四
・
六
「
大
正
三
年
稿
」）



永井荷風『江戸藝術論』の成立　――ポスト・ジャポニスムの浮世絵研究（南）

（　　）3

味
線
を
手
に
す
る
興
も
全
く
消
失
せ
た
り
。」
と
記
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
江
戸
趣
味

の
熱
が
冷
め
始
め
た
と
い
え
る
。

　

創
作
に
関
し
て
は
、
小
説
『
お
か
め
笹
』
が
一
九
一
八
年
一
月
に
『
中
央
公
論
』
掲

載
を
皮
切
り
に
、
五
月
か
ら
は
個
人
雑
誌
『
花
月
』
で
十
一
月
ま
で
連
載
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
間
「
狂
歌
を
論
ず
」（『
花
月
』
一
九
一
八
年
七
月
）
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
後
中

断
し
、
二
〇
年
二
月
に
雑
誌
『
花
月
』
に
続
編
を
書
き
継
ぎ
、
二
月
後
半
に
完
成
さ
せ

て
同
年
四
月
に
春
陽
堂
よ
り
上
梓
し
て
い
た
。『
江
戸
藝
術
論
』
と
刊
行
が
近
い
こ
と

で
『
お
か
め
笹
』
の
中
断
と
完
結
は
無
視
で
き
な
い
。
ち
ょ
う
ど
中
断
の
頃
の
様
子
を

書
い
た
随
筆
か
ら
、
当
時
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
家
を
出
る
こ
と
に
し
た

一
九
一
八
年
十
一
月
に
、
日
比
谷
で
デ
モ
に
遭
遇
し
た
折
の
述
懐
に
な
る
。

　

や
が
て
十
一
月
も
末
近
く
わ
た
し
は
既
に
家
を
失
ひ
、
此
か
ら
先
何
処
に
病
躯
を

か
く
さ
う
か
と
、
目
当
も
な
く
貸
家
を
さ
が
し
に
出
掛
け
た
。
日
比
谷
の
公
園
外
を

通
る
時
一
隊
の
職
工
が
浅
黄
の
仕
事
着
を
つ
け
組
合
の
旗
を
先
に
立
て
て
隊
伍
整
然

と
練
り
行
く
の
を
見
た
。
そ
の
日
は
欧
洲
休
戦
記
念
の
祝
日
で
あ
つ
た
の
だ
。
病
来

久
し
く
世
間
を
見
な
か
つ
た
わ
た
し
は
、
此
の
日
突
然
東
京
の
街
頭
に
曽
て
仏
蘭
西

で
見
馴
れ
た
よ
う
な
浅
黄
の
労ブ

ル
ー
ズ

働
服
を
つ
け
た
職
工
の
行
列
を
目
に
し
て
、
世
の
中

は
か
く
ま
で
変
つ
た
の
か
と
云
ふ
や
う
な
気
が
し
た
。
目
の
さ
め
た
や
う
な
気
が
し

た
。（
略
）　

わ
た
し
は
既
に
一
昔
も
前
久
し
振
に
故
郷
の
天
地
を
見
た
頃
考
へ
る
と

も
な
く
考
へ
た
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
ば
、
こ
こ
に
再
び
思
ひ
出
す
と
も
な
く
思
ひ
出

す
や
う
に
な
っ
た
。
目
に
見
る
現
実
の
事
象
は
此
の
年
月
耽
り
に
耽
つ
た
江
戸
回
顧

の
夢
か
ら
遂
に
わ
た
し
を
呼
覚
す
時
が
来
た
の
で
あ
ら
う
か
。
も
し
然
り
と
す
れ
ば

わ
た
し
は
自
ら
そ
の
不
幸
な
る
を
嘆
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。（
略
）　

（
大
正
八
年
七
月

稿
）」（
引
用
は
『
荷
風
全
集
』
第
十
四
巻
、
岩
波
書
店
二
〇
一
〇
年
六
月
、
二
五
九
、
二
六
〇

頁
。
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
、
以
下
同
様
。）

　

荷
風
の
有
名
な
随
筆
の
「
花
火
」
の
（『
雨
瀟
瀟
』
春
陽
堂
一
九
二
二
年
七
月
収
録
）
の

一
節
で
、
日
記
に
も
十
一
月
二
一
日
の
項
に
こ
の
デ
モ
の
様
子
を
書
い
て
い
る
。
そ
の

と
き
か
ら
半
年
以
上
た
っ
て
の
感
想
で
あ
る
こ
と
は
割
り
引
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

『
お
か
め
笹
』
の
中
断
と
内
容
の
上
で
直
接
的
な
影
響
関
係
が
あ
る
と
は
断
言
で
き
な

い
。
が
、
そ
れ
で
も
う
さ
ん
く
さ
い
日
本
画
家
や
骨
董
屋
の
内
幕
を
風
刺
す
る
物
語
は
、

そ
の
真
贋
も
含
め
て
選
別
し
て
、
編
集
し
な
お
す
の
は
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

私
生
活
で
も
再
婚
と
離
婚
な
ど
あ
わ
た
だ
し
い
日
々
で
あ
っ
た
。

　

内
容
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
必
要
で
あ
っ
た
。「
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江

戸
名
所
」
か
ら
一
例
を
あ
げ
る
と
、
北
斎
と
広
重
に
つ
い
て
『
三
田
文
学
』
版
で
は

「
北
斎
は
従
来
の
浮
世
絵
に
北
宗
の
画
風
と
西
洋
画
と
を
加
味
し
た
る
も
の
と
す
れ
ば
、

広
重
は
寧
ろ
南
画
の
筆
致
を
取
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。」（
二
八
五
頁
）
と
あ
っ
た
の
が
、

『
日
和
下
駄
』
版
で
は
「
北
斎
は
従
来
の
浮
世
絵
に
南
画
の
画
風
と
西
洋
画
と
を
加
味

し
た
る
処
多
か
り
し
が
、
広
重
は
専
狩
野
の
支
派
た
る
一
蝶
の
筆
致
に
倣
ひ
た
る
が
如

し
。」（
一
七
五
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
山
水
画
の
皴
法
で
の
区
分
を
踏
ま
え
て

い
る
が
、
見
解
を
異
に
し
て
い
る
。

　

加
え
て
欧
米
人
の
浮
世
絵
の
解
釈
で
納
得
の
い
か
な
い
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ

と
に
後
半
の
文
章
か
ら
伝
わ
る
。
改
め
て
後
章
で
述
べ
る
が
、
日
本
の
風
習
や
演
劇
や

音
曲
な
ど
の
浮
世
絵
と
近
し
い
日
本
の
藝
術
を
知
ら
な
い
た
め
に
生
じ
る
も
の
で
あ
る

が
、
荷
風
は
音
楽
も
建
築
も
風
土
も
す
べ
て
を
総
合
的
に
表
現
す
る
「
綜
合
藝
術
」
に

こ
だ
わ
っ
て
い
た
。
勢
い
演
劇
や
挿
絵
本
な
ど
に
も
言
及
せ
ざ
る
を
得
ず
、
単
に
「
浮

世
絵
研
究
」
で
収
ま
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
研
究
も
必
要
と
し

て
い
る
う
ち
に
出
版
の
時
宜
を
失
っ
た
と
い
え
る
。

　

そ
れ
が
一
九
二
〇
年
に
な
っ
て
『
江
戸
藝
術
論
』
と
し
て
単
行
本
の
出
版
に
至
っ
た

わ
け
だ
が
、
そ
の
経
緯
を
以
下
た
ど
る
。

　

一
九
一
六
年
三
月
に
慶
應
義
塾
大
学
を
正
式
に
退
職
し
た
荷
風
は
、
一
八
年
十
二
月

に
実
家
で
あ
っ
た
大
久
保
余
丁
町
の
邸
宅
か
ら
築
地
に
転
居
。
た
だ
し
土
地
に
余
裕
が

あ
り
樹
木
の
多
い
山
の
手
を
慕
う
荷
風
に
と
っ
て
、
下
町
は
仮
住
ま
い
の
場
所
で
あ
っ

た
。
十
一
月
に
は
麻
布
に
地
所
を
借
り
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。
こ
こ
に
偏
奇
館
と
呼

ば
れ
る
洋
風
住
宅
が
完
成
し
、
新
た
な
生
活
を
始
め
る
の
は
一
九
二
〇
年
五
月
に
な
る
。

こ
の
時
期
は
春
陽
堂
か
ら
の
『
荷
風
全
集
』
の
編
集
に
従
事
し
て
い
た
。
初
回
配
本
の

第
一
巻
は
一
九
一
八
年
十
二
月
に
発
行
し
て
い
る
。
こ
の
全
集
は
作
者
に
よ
る
本
文
の

手
入
れ
が
多
く
、
欧
米
滞
在
時
を
含
む
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
契
機
と
な
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
一
九
年
九
月
に
は
ロ
シ
ア
か
ら
の
オ
ペ
ラ
団
の
五
演
目
を
帝
国
劇
場

で
堪
能
し
た
後
、
二
一
日
の
日
記
に
「
今
回
図
ら
ず
オ
ペ
ラ
を
聴
き
て
よ
り
、
再
び
三
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た
。

（
６
）

そ
の
大
久
保
秋
蘋
と
い
う
名
か
ら
、
あ
き
ら
か
に
荷
風
が
自
身
を
投
影
さ
せ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
秋
蘋
は
「
東
洋
美
術
の
印
象
」
の
著
者
で
、
幕
府
の
御
用
絵
師
で

あ
っ
た
狩
野
派
を
嫌
い
浮
世
絵
を
熱
愛
す
る
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
彼
は
フ
ェ

ノ
ロ
サ
の
、
後
に
『
東
洋
美
術
史
綱
』
と
題
さ
れ
る
遺
著
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
を
思
わ
せ

る
漢
画
の
研
究
書
を
読
ん
で
も
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
こ
の
点
に
当
時

の
荷
風
の
、
江
戸
の
「
平
民
美
術
」
な
い
し
「
平
民
藝
術
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
へ
の

並
々
な
ら
ぬ
こ
だ
わ
り
が
伝
わ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
語
を
荷
風
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の

同
著
で
の
章
題Chapiter�X

V
II.�M

odern�Plebeian�art�:�U
kiyo-yé�in�Y

edo

、
（
７
）

も
し
く
は
、
ガ
ス
ト
ン
・
ミ
ジ
ョ
ン
翻
訳
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
語
版
の
『
中
国
と
日
本
の

美
術
』（

８
）で
の
浮
世
絵
の
章
題
の«�LʼA

rt�m
odern�populaire�à�Y

edo�»

や
、
荷
風

が
し
ば
し
ば
引
用
し
て
い
る
テ
イ
ザ
ン
の
著
書
で
使
わ
れ
て
い
るlʼart�populaire

か

ら
日
本
語
に
し
て
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
荷
風
は�

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
同
書
に
つ
い
て

「
末
段
に
、
平
民
美
術
と
題
し
て
叙
し
た
浮
世
絵
史
は
、
類
史
中
最
も
完
備
し
た
も

の
」（
出
典
は
次
章
）
と
書
い
て
い
る
。

　

こ
こ
で
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
が
盛
ん
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
状
況
に
触
れ
て
お
く
。
知
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
開
国
以
後
日
本
の
工
芸
品
（
木
版
画
も
含
む
）
の

意
匠
や
風
俗
に
ひ
か
れ
て
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
作
品
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
が
始
ま
り
、
画
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
参
考
に
し
た
。
一
八
七
〇
年
か
ら
の
第
三
共

和
政
の
時
代
に
は
、
共
和
党
支
持
で
平
民
層
の
文
化
的
強
化
に
積
極
的
で
あ
っ
た
知
識

人
層
が
、
日
本
の
江
戸
時
代
の
「
平
民
美
術
」
に
関
心
を
強
く
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

「
平
民
美
術
」
は
、
日
本
人
の
視
点
か
ら
は
町
民
が
親
し
み
発
展
さ
せ
た
浮
世
絵
版
画

や
工
芸
品
に
な
る
。
荷
風
が
「
平
民
」
と
い
う
語
を
直
訳
す
る
こ
と
で
、
社
会
的
・
政

治
的
な
観
点
か
ら
も
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
本
稿
の
最
後
で
ふ
れ
る

柳
亮
の
リ
ア
リ
ズ
ム
論
と
も
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
も
言
い
添
え
て
お
く
。

　
「
平
民
」
の
語
に
、
よ
り
積
極
的
な
姿
勢
を
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
ク
リ
ス
ト
フ
・

マ
ル
ケ
は
「
平
民
」
と
い
う
語
が
、
幸
徳
秋
水
ら
の
出
し
た
『
平
民
新
聞
』
と
も
つ
な

が
る
、
つ
ま
り
「
権
力
の
圧
力
に
従
っ
て
き
た
階
級
の
抵
抗
の
努
力
か
ら
生
ま
れ
た
美

術
と
し
て
浮
世
絵
の
概
念
・
構
想
を
擁
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
９
）

小
木
新
造
は
「『
江
戸
藝
術
論
』
に
展
開
さ
れ
る
、
余
り
に
も
鮮
明
な
“
平
民
藝
術
観
”

す
で
に
「
耽
り
に
耽
つ
た
江
戸
回
顧
の
夢
」
か
ら
さ
め
る
時
期
に
来
て
い
た
こ
と
を
暗

示
し
て
い
る
。

　

こ
の
少
し
前
に
、
荷
風
が
『
三
田
文
学
』
に
掲
載
し
て
い
た
浮
世
絵
論
考
に
つ
い
て
、

内
田
魯
庵
が
「
江
戸
趣
味
の
第
一
人
者
」
の
文
章
で
高
い
評
価
を
し
て
い
た
こ
と
も
見

過
ご
せ
な
い
。

（
４
）

そ
う
し
た
折
に
『
江
戸
藝
術
論
』
出
版
の
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
。『
断

腸
亭
日
乗
』
巻
之
三
の
一
九
一
九
年
十
一
月
九
日
の
項
に
「
春
陽
堂
先
日
来
頻
に
新
著

の
出
版
を
請
ふ
。
さ
れ
ど
築
地
移
居
の
後
硯
に
親
し
ま
ず
。
幸
い
に
し
て
浮
世
絵
に
関

す
る
旧
稾
あ
る
を
思
出
し
、
取
り
ま
と
め
て
江
戸
藝
術
論
と
題
し
、
之
を
与
ふ
。」
と

あ
る
。『
断
腸
亭
日
乗
』
巻
之
四
で
翌
年
の
二
月
十
二
日
に
「
褥
中
江
戸
藝
術
論
印
刷

校
正
摺
を
見
る
。」
と
あ
り
、
三
月
十
三
日
に
製
本
が
完
成
し
た
。
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し

て
は
前
年
の
六
月
に
、
か
つ
て
の
慶
應
義
塾
大
学
の
同
僚
で
も
あ
っ
た
野
口
米
次
郎

（
一
八
七
五
～
一
九
四
七
）
が
『
六
大
浮
世
絵
師
』（
岩
波
書
店
一
九
一
九
年
六
月
）
を
出

し
て
い
た
。
野
口
の
著
作
は
、
絵
師
に
つ
い
て
は
従
来
の
研
究
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
に
野
口
が
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
創
作
し
た
詩
や
野
口
が
欧
米
で
見

聞
き
し
た
作
品
、
当
地
の
学
芸
員
や
コ
レ
ク
タ
ー
と
の
会
話
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

文
学
的
に
優
れ
た
、
絵
師
の
雰
囲
気
も
伝
わ
る
一
冊
で
あ
る
。
荷
風
の
論
考
が
、
欧
米

の
浮
世
絵
研
究
の
文
脈
で
精
彩
を
放
つ
よ
い
タ
イ
ミ
ン
グ
に
も
な
っ
た
と
い
え
る
。
そ

の
う
え
で
「
浮
世
絵
研
究
」
か
ら
の
拡
張
に
つ
い
て
は
次
章
で
述
べ
る
と
し
て
、
単
行

本
『
江
戸
藝
術
論
』
が
歳
月
を
経
て
世
に
出
る
ま
で
に
は
、
こ
の
よ
う
な
推
移
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

二
　
「
平
民
美
術
」
へ
の
こ
だ
わ
り

　

こ
こ
で
改
め
て
注
視
し
た
い
の
は
、
江
戸
藝
術
と
い
え
ど
も
あ
く
ま
で
庶
民
的
な
分

野
に
限
っ
て
お
り
、
狩
野
派
の
絵
画
や
荷
風
自
ら
も
よ
く
し
て
い
た
漢
詩
文
は
除
外
視

さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
。
荷
風
の
母
方
の
祖
父
は
漢
学
者
で
父
も
漢
詩
人
で
あ
り
、
荷

風
の
う
ち
に
あ
る
漢
学
の
教
養
の
命
脈
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
前
田
愛
が
詳
述
し
て
い

た
。

（
５
）

こ
の
和
漢
洋
の
教
養
に
つ
い
て
未
完
の
小
説
「
父
の
恩
」（
末
尾
に
「
大
正
二
年
五

月
稿
」）
が
よ
い
例
に
な
る
の
で
抑
え
て
お
く
。
主
要
登
場
人
物
に
は
、
洋
書
と
和
本

と
唐
本
に
囲
ま
れ
て
静
か
に
暮
ら
す
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
経
験
者
の
「
文
学
者
」
が
い
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法
に
の
っ
と
る
な
ら
ば
、
欧
米
の
文
献
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
欧
米
で
は
ジ
ャ
ポ
ニ

ス
ム
が
成
熟
し
、
美
術
品
と
し
て
の
精
査
が
必
要
な
段
階
に
来
て
い
た
時
期
、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
価
値
を
高
め
る
た
め
に
も
、
浮
世
絵
版
画
で
あ
っ
て
も
西
洋
美
術
史
に
則
っ

た
鑑
定
と
評
価
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
と
に
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
た
め
の
カ
タ

ロ
グ
で
は
、
制
作
年
代
や
技
法
を
で
き
る
限
り
詳
述
し
、
質
の
良
い
図
版
を
多
数
挿
入

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
を
参
照
し
た
た
め
、
勢
い
荷
風
の
文
章
に
は
欧
米
人

の
名
が
列
挙
さ
れ
た
。
む
ろ
ん
「
彼
の
念
頭
で
は
ゴ
ン
ク
ウ
ル
が
ま
た
テ
イ
ザ
ン
が
、

日
本
の
浮
世
絵
を
ど
う
見
て
い
る
か
が
絶
え
ず
問
題
に
な
っ
て
い
る
だ
け
」）

（（
（

と
言
い
切

れ
る
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
と
は
い
え
荷
風
の
外
国
人
名
表
記
は
現
代
の
通
用
の
も
の

と
異
な
る
こ
と
も
多
く
、
さ
ら
に
英
語
か
ら
の
重
訳
も
あ
り
、
引
用
元
が
明
確
で
な
か

っ
た
り
し
、
こ
れ
が
お
び
た
だ
し
い
絵
師
の
名
前
と
と
も
に
『
江
戸
藝
術
論
』
を
読
み

に
く
く
さ
せ
て
い
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
改
め
て
本
章
で
は
、
し
ば
し
ば
引

用
さ
れ
て
い
る
欧
米
の
浮
世
絵
研
究
執
筆
者
に
つ
い
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
で
あ
げ
て

注
釈
を
加
え
、
代
表
的
な
浮
世
絵
関
係
の
原
著
を
上
げ
る
。）

（1
（

・
ピ
エ
ー
ル
・
バ
ル
ブ
ト
（Pierre�Barboutau,�1862-1916

）
フ
ラ
ン
ス
の
民
間
の
日

本
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
で
、
一
八
九
三
年
か
ら
一
九
〇
五
年
、
〇
八
年
な
ど
計
六
回
カ
タ

ロ
グ
に
独
自
の
解
説
を
施
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
却
を
行
っ
た
。
た
だ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
質
と
情
報
の
点
で
難
が
あ
り
、
参
照
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

・
ア
ー
ネ
ス
ト
・
Ｆ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
（Ernest�Francisco�Fenollosa,�1853-1908

）
一
八

七
八
か
ら
九
〇
年
に
か
け
て
東
京
帝
国
大
学
に
勤
務
し
、
帰
国
後
は
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

東
洋
部
長
を
務
め
る
。
欧
米
向
け
の
浮
世
絵
商
小
林
文
七
が
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
執
筆
を
依

頼
し
た
『
浮
世
繪
展
覽
會
目
録
』（
エ
ル
ネ
ス
ト
・
エ
フ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
著
、
小
林
文
七
編

『
浮
世
繪
展
覽
會
目
録
』、
蓬
枢
閣�

一
八
九
八
年
四
月
）
の
「
緒
論
」
の
末
尾
で
旧
来
の
日

本
の
絵
師
列
伝
を
酷
評
し
、「
美
術
史
（art�history

）」
は
年
代
的
考
証
を
し
、
技
法

上
の
特
色
を
押
さ
え
た
う
え
で
審
美
的
な
批
評
を
試
み
る
こ
と
を
必
須
と
す
る
と
述
べ

た
。
荷
風
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
方
法
に
つ
い
て
、「
各
時
代
の
画
家
の
製
作
全
部
を
蒐
集

し
て
其
の
色
彩
及
び
筆
勢
を
比
較
し
、
人
物
の
風
俗
及
び
形
状
の
微
細
な
る
差
違
等
に

よ
り
て
、
元
よ
り
製
作
の
年
号
を
記
す
る
事
甚
だ
稀
な
る
浮
世
絵
に
向
つ
て
、
悉
く
其

を
見
る
と
き
、
明
治
国
家
が
否
定
し
て
や
ま
な
い
江
戸
文
化
の
復
権
が
あ
り
、
荷
風
の

意
識
の
底
に
は
国
家
権
力
に
対
す
る
秘
め
た
る
反
骨
精
神
が
脈
打
っ
て
い
る
こ
と
を
み

て
、
荷
風
の
真
意
を
そ
こ
に
発
見
し
た
思
い
に
駆
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」
と
、
浮
世
絵

と
歌
舞
伎
へ
の
こ
だ
わ
り
を
支
え
た
理
由
を
考
察
し
て
い
る
。）

（1
（

江
戸
時
代
と
明
治
期

を
通
じ
て
虐
げ
ら
れ
耐
え
て
は
い
て
も
、
ひ
そ
か
な
反
抗
的
心
か
ら
自
分
た
ち
な
り
の

楽
し
み
を
見
出
し
て
い
た
と
い
う
、「
平
民
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

け
れ
ど
も
先
に
引
用
し
た
「
花
火
」
に
あ
っ
た
「
職
工
の
行
列
」、
言
い
換
え
れ
ば
平

民
層
の
デ
モ
に
よ
る
示
威
行
為
に
驚
愕
し
た
よ
う
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
も
終
わ
り
、

こ
の
階
級
の
思
想
も
言
動
も
大
き
く
変
化
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ
の
年
は
七

月
に
米
騒
動
が
始
ま
り
、
九
月
に
は
「
平
民
宰
相
」
と
呼
ば
れ
た
原
敬
内
閣
が
成
立
し

て
い
た
。『
江
戸
藝
術
論
』
に
顕
著
な
平
民
藝
術
を
江
戸
藝
術
の
代
表
と
み
て
、
明
治

以
来
の
改
良
文
化
主
義
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
死
守
す
る
姿
勢
は
、
崩
れ
ざ
る
を
得

な
い
で
あ
ろ
う
。

　

本
来
フ
ラ
ン
ス
文
化
、
江
戸
の
文
人
趣
味
な
ど
和
漢
洋
の
文
化
を
、
高
尚
な
も
の
か

ら
庶
民
的
な
も
の
ま
で
自
在
に
享
受
し
て
い
た
荷
風
で
あ
っ
た
。
先
述
の
『
日
和
下

駄
』
で
は
、
お
び
た
だ
し
い
引
用
に
よ
っ
て
東
京
の
風
景
に
イ
メ
ー
ジ
上
の
広
が
り
を

与
え
て
い
た
。
だ
が
、
庶
民
の
娯
楽
は
消
費
さ
れ
衰
退
し
て
い
く
の
が
常
で
あ
る
。
こ

こ
で
少
々
先
走
っ
て
結
論
め
い
た
こ
と
を
述
べ
る
と
、
海
外
へ
の
流
出
が
激
し
い
浮
世

絵
版
画
と
改
良
の
波
に
さ
ら
わ
れ
る
べ
く
あ
っ
た
旧
劇
の
歌
舞
伎
と
を
再
評
価
し
日
本

を
代
表
と
す
る
藝
術
と
し
て
保
護
を
訴
え
、
単
行
本
の
形
で
世
に
送
る
こ
と
で
、
こ
の

時
期
に
一
つ
の
責
務
を
果
た
し
た
の
だ
と
い
え
る
。

三
　
浮
世
絵
研
究
の
外
国
文
献

　

荷
風
の
浮
世
絵
研
究
の
雑
誌
掲
載
時
の
一
九
一
三
、
一
四
年
頃
は
、
朝
岡
興
禎
の

『
古
画
備
考
』（
十
九
世
紀
中
頃
）
の
よ
う
な
浮
世
絵
に
触
れ
た
書
物
の
ほ
か
に
、
専
門

の
単
行
本
で
は
『
新
増
補
浮
世
絵
類
考
』（
本
間
光
則
編
、
畏
三
堂
一
八
八
九
年
六
月
刊
行
）、

飯
島
虚
心
の
『
葛
飾
北
斎
伝
』
と
『
浮
世
絵
師
便
覧
』（
と
も
に
蓬
樞
閣
一
八
九
三
年
九
月
）、

宮
武
外
骨
の
主
催
し
た
雅
俗
文
庫
か
ら
の
出
版
物
に
よ
る
し
か
な
か
っ
た
。
従
来
の
絵

師
列
伝
で
は
な
く
、
年
代
順
に
作
品
の
特
徴
を
記
述
す
る
と
い
う
西
洋
の
美
術
史
の
方
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で
あ
っ
た
か
は
不
明
。

・
ユ
リ
ウ
ス
・
ク
ル
ト
（Friedrich�Erdm

ann�Julius�K
urth,�1870-1949

）
ベ
ル
リ
ン

の
日
中
版
画
コ
レ
ク
タ
ー
・
研
究
家
に
し
て
牧
師
。
通
史
の
他
春
信
な
ど
絵
師
の
モ
ノ

グ
ラ
フ
ィ
を
出
し
、
こ
と
に
写
楽
を
蒐
集
し
て
早
く
に
評
価
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る
。Julius�K

urth,�U
tam

aro,�F.�A
.�Brockhaus,�1907;�Sharaku,�R.�Piper�&

�
Co.�V

erlag,�1910;�Suzuki H
arunobu,�R.�Piper,�1910�;�D

er Japanische 
H

olzschnitt: E
in A

briss Seiner G
eschichte, 1911.

・
ガ
ス
ト
ン
・
ミ
ジ
ョ
ン
（Gaston�M

igeon,�1861-1930

）
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
中
世
・

ル
ネ
サ
ン
ス
・
近
代
担
当
学
芸
員
。
一
九
〇
六
年
に
官
命
で
日
本
訪
問
。
荷
風
の
引
用

は
美
術
と
応
用
藝
術
の
雑
誌
『
ア
ー
ル
・
エ
・
デ
コ
ラ
シ
オ
ン
』
か
ら
に
な
る
。
パ
リ

の
装
飾
芸
術
美
術
館
で
は
、
一
九
〇
九
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
フ
ラ
ン
ス
の
コ
レ
ク

タ
ー
の
所
蔵
品
を
も
と
に
、
連
続
浮
世
絵
展
を
年
初
に
開
催
し
て
い
た
。
そ
の
都
度
関

連
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
本
に
な
る
。
荷
風
の
引
用
は
次
の
文
献
。

G
aston�M

igeon,�«�E
stam

pes�japonaises�H
iroshighé�–�T

oyokuni�–�
K

ounyoshi�–�K
ounisada�–�K

eisai�–�Y
eisen�»,�A

rt et décoration,�janvier�
( février)�1914.�

文
中
で
ア
ン
リ
・
ヴ
ェ
ヴ
ェ
ー
ル
（
荷
風
は
「
ア
ン
リ
イ
ヴ
ヱ
ー
ル
」

と
表
記
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
言
及
し
て
い
る
。
彼
の
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
非
常

に
質
が
高
く
、
一
九
一
八
年
八
月
に
松
方
幸
次
郎
が
約
八
千
点
を
一
括
購
入
し
た
。

・
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ペ
ル
ツ
ィ
ン
ス
キ
ー
（Friedrich�Perzyński,�1877-1965

）�

ド

イ
ツ
で
中
等
教
育
を
修
了
し
な
い
ま
ま
書
籍
店
に
勤
め
美
術
品
の
蒐
集
を
し
、
一
九
〇

四
年
に
は
北
斎
に
つ
い
て
、
〇
七
年
に
は
光
琳
に
つ
い
て
の
著
書
を
発
表
。�Friedrich�

Perzyński,�H
okusai, K

ünstler-M
onographien 68,�V

erlag�von�V
elhagen�&

�
K

lasing,�1904�;�K
orin und seine Zeit,�V

erlag,�1908;�Japanische M
asken: N

ô 
und K

yōgen, ₂
�Bd.,�W

.�de�Gruyter,�1952.　

た
だ
し
荷
風
は
原
著
を
読
ん
で
い

る
の
で
は
な
く
、T

ei-san

の
著
書
に
あ
る
引
用
を
利
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
例
を
あ
げ
る
と
荷
風
の
「
鈴
木
春
信
の
浮
世
絵
」
四
章
で
引
用
し
て
い
る
「
ペ
リ
ヂ

ン
ス
キ
イ
」
の
文
章
は
、
テ
イ
ザ
ン
の
一
六
三
頁
か
ら
一
六
四
頁
に
か
け
て
ド
イ
ツ
語

か
ら
仏
語
訳
し
て
い
る
六
行
分
に
相
当
す
る
。

・
ミ
シ
ェ
ル
・
ル
ヴ
ォ
ン
（M

ichel�Revon,�1867-1947

）
法
律
学
者
と
し
て
一
八
九
三

の
年
次
を
穿
鑿
し
出
し
ぬ
。」（「
鈴
木
春
信
の
錦
絵
」
一
六
七
頁
）
と
書
い
て
い
る
。
さ
ら

に
荷
風
の
「
江
戸
錦
絵
の
時
価
と
室
内
装
飾
」（『
生
活
』
一
九
一
五
年
二
月
、『
荷
風
全
集
』

第
十
一
巻
、
同
前
、
二
九
六
頁
）
で
も「「
日
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
、
オ
ブ
、
ジ
ャ
パ
ン
、
ア
ン
ド
、
チ
ャ
イ
ナ

本
及
び
支
那
の
美
術
」
の
末
段
に
、
平

民
美
術
と
題
し
て
叙
し
た
浮
世
絵
史
は
、
類
史
中
最
も
完
備
し
た
も
の
で
あ
つ
て
日
本

に
於
け
る
浮
世
絵
研
究
の
典
拠
と
な
つ
て
居
る
」（
十
三
頁
）
と
書
い
て
い
る
。
先
述
し

た
現
代
の
『
東
洋
美
術
史
綱
』
の
一
章
が
該
当
す
る
。『
江
戸
藝
術
論
』
で
の
引
用
回

数
は
多
く
な
い
が
、
歴
史
的
な
記
述
に
際
し
て
参
考
に
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

・
シ
ャ
ル
ル
・
ジ
ロ
（Charles�Gillot,�1853-1903

）�

パ
リ
の
印
刷
会
社
社
主
。
美
術
商

の
林
忠
正
と
も
近
く
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
質
の
高
さ
に
は
定
評
が
あ
っ
た
。
荷
風
は

「
ヂ
ヨ
オ
」「
ジ
ヨ
オ
」
と
表
記
し
て
い
た
。Collection Charles G

illot: estam
pes 

Japonaises et livres illustrés,�1904.

・
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
（Edm

ond�de�Goncourt,�1822-1896

）�

弟
ジ
ュ
ー
ル

と
共
著
で
作
家
活
動
を
し
、
日
本
で
は
「
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
」
の
名
で
小
説
作
品
が
紹

介
さ
れ
、
明
治
末
に
人
気
が
あ
っ
た
。
十
八
世
紀
美
術
と
日
本
美
術
の
コ
レ
ク
タ
ー
と

し
て
も
有
名
で
、
美
術
商
林
忠
正
の
協
力
に
よ
り
歌
麿
と
北
斎
に
つ
い
て
執
筆
し
た
。

O
utam

aro : le peintre des m
aisons vertes: Lʼart japonais au X

V
IIIe siècle,�

C
harpentier,�1891.�H

okousaï : lʼart japonais au X
V

IIIe siècle, G
.�

Charpentier�et�E.�Fasquelle,�1896.

・
ル
イ
・
ゴ
ン
ス
（Louis�Gonse,�1846-1921

）
フ
ラ
ン
ス
の
美
術
雑
誌
『
ガ
ゼ
ッ

ト
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
』
編
集
長
。
美
術
史
家
、
コ
レ
ク
タ
ー
。『
日
本
の
美
術
』
二
巻

本
（Louis�Gonse,�Lʼart japonais, �M

aison�Q
uantin,�1883

）
は
、
西
洋
人
に
よ
る
最

初
の
ま
と
ま
っ
た
日
本
美
術
通
史
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
に
酷
評
さ
れ
て

後
改
訂
本
を
出
す
。
荷
風
は
「
夙
に
日
本
美
術
の
大
著
を
出
版
し
た
る
」（
一
八
六
頁
）

と
「
泰
西
人
の
観
た
る
葛
飾
北
斎
」
で
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
初
出
に
は
な
い
表
現

で
、
荷
風
の
海
外
で
の
浮
世
絵
研
究
の
知
識
の
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

・
チ
ャ
ー
ル
ズ
＝
ジ
ョ
ン
・
ホ
ル
ム
ス
（Charles�John�H

olm
es,�1868-1936

）
画
家
で

あ
り
、
美
術
批
評
家
と
し
て
『
バ
ー
リ
ン
ト
ン
・
マ
ガ
ジ
ン
』
な
ど
で
筆
を
振
る
っ
た
。

『
北
斎
』
は
最
初
期
の
著
作
に
な
る
。Charles�John�H

olm
es,�H

okusai, A
rtistʼs�

Library,�1899.�

荷
風
が
実
際
に
読
了
し
て
い
た
か
、
テ
イ
ザ
ン
の
著
書
か
ら
の
知
識
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て
い
た
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
時
代
よ
り
浮
世
絵
に
関
す
る
研
究
が
進
み
、
情
報
量
が
多
く
、

浮
世
絵
に
つ
い
て
知
識
の
な
い
欧
米
人
に
理
解
し
や
す
い
事
例
を
お
り
混
ぜ
て
い
た
。

文
学
的
な
文
章
で
は
全
く
な
い
が
、
受
容
の
様
子
を
知
る
に
は
格
好
の
ポ
ス
ト
・
ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム
期
を
代
表
す
る
文
献
に
な
っ
て
い
た
。

四
　
一
九
二
〇
年
版
『
江
戸
藝
術
論
』
概
要

　

こ
こ
で
江
戸
藝
術
論
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
一
言
記
し
て
お
く
。
こ
れ
に
は
し

ば
し
ば
引
用
し
て
い
る
テ
イ
ザ
ン
の
書
の
副
題
を
除
い
た
荷
風
訳
の
『
日
本
美
術
論
』

に
倣
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
版
元
の
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
は
荷
風
が
好
ん

だ
レ
ニ
エ
な
ど
が
寄
稿
し
た
文
学
系
の
有
名
な
出
版
社
で
あ
り
、
図
版
が
添
え
ら
れ
て

い
な
い
と
い
う
出
版
上
の
共
通
点
が
あ
る
。
荷
風
は
同
著
に
対
し
て
「
日
本
美
術
史
」

と
い
う
呼
び
方
も
し
て
お
り
、
ま
た
初
期
の
「
ゴ
ン
ク
ウ
ル
の
歌
麿
伝
」
で
「
千
九
百

五
年
出
版T

ei-San

テ
イ
ザ
ン
（
亭
山
）
著
「
日
本
美
術
研
究
」」（
三
一
九
頁
）
と
あ
る

（
亭
山
の
字
は
見
返
し
に
押
印
）。
当
初
の
予
定
で
あ
っ
た
「
浮
世
絵
研
究
」
と
い
う
題

も
こ
こ
か
ら
思
い
つ
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
原
題
で
のN

otes

を
「
論
」
と
い
う

の
は
い
さ
さ
か
大
げ
さ
で
は
あ
り
「
研
究
ノ
ー
ト
」
と
い
う
訳
の
方
が
か
な
っ
て
い
る
。

時
を
経
て
荷
風
の
単
行
本
に
は
、
浮
世
絵
と
か
か
わ
り
の
深
い
狂
歌
と
歌
舞
伎
（
音
曲

も
含
む
）
に
つ
い
て
の
文
章
も
含
ま
れ
て
い
る
。
後
に
詳
述
す
る
が
「
綜
合
藝
術
」
と

し
て
浮
世
絵
版
画
や
歌
舞
伎
を
評
価
し
て
い
た
荷
風
で
あ
れ
ば
、「
美
術
」
で
は
な
く

「
藝
術
」
と
い
う
言
葉
で
表
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
繰
り
返
す
が
狩
野
派
や
や

ま
と
絵
、
漢
詩
文
の
領
域
を
除
い
た
「
江
戸
藝
術
」
で
は
あ
っ
た
。

　

欧
米
で
の
評
価
を
紹
介
し
た
の
が
「
泰
西
人
の
観
た
る
葛
飾
北
斎
」「
ゴ
ン
ク
ウ
ル

の
歌
磨
並
北
斎
伝
」「
欧
米
の
浮
世
絵
研
究
」
の
三
本
で
、
そ
れ
ぞ
れ
荷
風
な
り
の
海

外
で
の
評
価
へ
の
見
解
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
の
論
考
は
お
お
む
ね
欧
米
の
論
を
参

照
し
て
説
明
す
る
箇
所
、
か
つ
個
々
の
浮
世
絵
作
品
に
対
し
て
題
材
や
色
彩
、
構
図
や

雰
囲
気
な
ど
を
謳
い
上
げ
る
箇
所
、
浮
世
絵
版
画
の
通
史
を
解
説
す
る
箇
所
、
同
時
代

の
日
本
で
の
浮
世
絵
の
評
価
や
海
外
へ
の
大
量
流
出
に
つ
い
て
悲
憤
慷
慨
す
る
箇
所
が

あ
っ
て
、
構
成
の
効
果
を
考
慮
せ
ず
に
書
き
進
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
絵
師
の
名
と

外
国
人
研
究
家
の
名
が
次
々
と
登
場
し
て
く
る
た
め
に
、
決
し
て
読
み
や
す
い
も
の
で

年
に
来
日
し
、
東
京
帝
国
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
一
八
九
九
年
の
帰
国
後
は
ソ

ル
ボ
ン
ヌ
大
学
で
日
本
語
日
本
文
化
を
教
授
す
る
。M

ichel�Revon,�É
tude sur 

H
okusaï, Lecène,�O

udin�et�cie,�1896.

・
ア
ー
ネ
ス
ト
・
メ
イ
ソ
ン
・
サ
ト
ウ
（Sir�Ernest�M

ason�Satow
,�1843-1929

）�

荷
風

は
「
サ
ト
ウ
」
と
の
み
記
し
て
い
る
が
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
こ
と
で
あ
る
。
駐

日
公
使
な
ど
計
二
十
五
年
に
わ
た
る
滞
在
期
間
を
通
じ
て
、
日
本
に
関
す
る
著
書
を
多

数
発
表
し
た
。

・
ヴ
ォ
ル
デ
マ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ザ
イ
ド
リ
ッ
ツ
（W

oldem
ar�von�Seidlitz,�1850-1922

）

美
術
史
家
、
美
術
行
政
家
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
で
経
済
博
士
号
取
得
、
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ッ
ヒ
で
美
術
史
を
学
び
、
ド
レ
ス
デ
ン
で
ザ
ク
セ
ン
国
立
博
物
館
総
裁
。

W
oldem

ar�von�Seidlitz,�G
eschichte des japanischen Farbenholzschnitts, G.�

K
ühlm

ann,�1897.�T
rad.�P.�A

ndré�Lem
oisne,�Les estam

pes japonaises, 
H

achette,�1911.�

荷
風
は
「
欧
米
に
於
け
る
浮
世
絵
研
究
の
顛
末
」
で
ザ
イ
ド
リ
ッ

ツ
（「
ジ
イ
ド
リ
ッ
ツ
」
の
表
記
も
）
の
『
日
本
彩
色
版
画
史
』（
一
九
一
〇
年
の
英
語
版A

 
H

istory of Japanese Colour-Prints, �W
illiam

�H
einem

ann,1910,�London

を
使
用
）

か
ら
と
し
て
、
最
初
の
総
論
部
分
を
訳
出
し
て
い
る
。

・
ハ
ン
ス
・
シ
ュ
ペ
リ
（H

ans�Sporry,�1859-1925

）�

荷
風
は
ド
イ
ツ
人
と
書
い
て
い

る
が
ス
イ
ス
人
の
商
人
で
、
一
八
九
〇
年
か
ら
九
六
年
ま
で
横
浜
に
居
住
し
て
い
た
。

絹
の
文
化
論
竹
の
文
化
誌
、
印
章
に
つ
い
て
著
述
が
あ
る
。）

（1
（

・
テ
イ
ザ
ン
（
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
・
ト
レ
ッ
サ
ン
）（T

ei-san;�Georges�de�T
ressan,�1877-

1914

）
フ
ラ
ン
ス
の
代
々
陸
軍
将
校
で
侯
爵
の
家
系
に
生
ま
れ
る
。
一
九
〇
五
、
六
年

に
テ
イ
ザ
ン
の
筆
名
で
『
日
本
美
術
論
』
二
巻
本
を
出
す
。
荷
風
は
そ
の
一
巻
目
の

『
日
本
美
術
論　

絵
画
と
版
画
』（T

ei-san,�N
otes sur lʼart japonais Peinture et 

gravure,�M
ercure�de�France,�1905.

）
の
版
画
の
部
（
浮
世
絵
史
）
を
参
照
。
そ
の
後

ト
レ
ッ
サ
ン
の
実
名
で
日
本
美
術
・
工
芸
史
を
執
筆
し
続
け
、
こ
と
に
刀
装
具（
鐔
）

の
先
駆
的
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
荷
風
は
同
書
を
フ
ラ
ン
ス
で
入
手
し
、
実
名
の

方
は
『
巴
里
日
仏
協
会
誌
』
で
の
浮
世
絵
に
関
す
る
論
考）

（1
（

を
読
ん
で
知
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
テ
イ
ザ
ン
は
『
浮
世
絵
類
考
』
も
参
照
し
て
い
た
が
、
基
本
的
に
は
英
仏
独
の
先

行
文
献
を
丁
寧
に
読
ん
で
、
外
国
語
の
も
の
は
翻
訳
し
な
が
ら
引
用
し
て
論
述
を
進
め
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・「
鈴
木
春
信
の
錦
絵
」　　

初
出
か
ら
文
語
で
あ
る
が
、
内
容
は
大
幅
に
変
え
て
い
る
。

書
物
化
に
際
し
て
、
個
々
の
絵
の
作
風
の
解
説
に
と
ど
ま
ら
ず
、
浮
世
絵
の
技
法
の
歴

史
を
体
系
的
に
伝
え
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
章
で
は
長
く
初
期
浮
世
絵
の

歴
史
を
説
明
し
て
い
る
。
春
信
の
作
に
つ
い
て
は
、
主
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
分
類
に
よ
る
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
分
類
の
精
緻
さ
に
疑
義
を
挟
み
つ
つ
も
、
春
信
の
絵
本
を
制
作
時
と
版

元
と
を
列
挙
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
美
術
史
と
い
う
領
域
で
扱
う
意
思
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
春
信
は
贋
作
が
多
く
礒
田
湖
龍
斎
と
取
り
違
え
ら
れ
る
な
ど
、
鑑
定
の

難
し
い
絵
師
で
は
あ
っ
た
。

　

春
信
は
漆
絵
や
紅
絵
の
時
期
か
ら
彩
色
版
刻
術
を
完
成
さ
せ
、
柱
絵
を
流
行
さ
せ
た

絵
師
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
荷
風
の
最
も
好
ん
だ
絵
師
で
あ
り
、
な
か
で
も
「
年

少
相
思
の
男
女
を
描
け
る
も
の
」
を
最
も
好
み
、
春
信
の
「
温
雅
優
美
の
情
」
を
掻
き

立
て
る
魅
力
を
恋
愛
を
画
題
と
し
た
作
を
中
心
に
説
明
し
、「
果
敢
な
き
メ
ロ
デ
ー
」

（
一
六
二
頁
）
を
聞
き
う
る
と
絶
賛
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
章
は
西
洋
音
楽
と

関
連
付
け
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。）

（1
（

他
に
も
「
こ
れ
に
配
置
さ
れ
た
る
単
純
な

る
後
景
は
恰
も
パ
ス
ト
ラ
ル
曲
中
の
美
な
る
風
景
に
等
し
く
両
々
相
伴
う
て
看
者
の
空

想
を
音
楽
の
中
に
投
ぜ
し
む
。」（
一
五
八
頁
）
と
あ
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
浮

世
絵
の
画
面
か
ら
音
楽
と
物
語
・
伝
説
と
色
彩
感
覚
な
ど
を
総
合
的
に
受
け
取
る
こ
と

で
、
後
の
「
浮
世
絵
と
江
戸
演
劇
」
に
み
る
よ
う
に
、
歌
舞
伎
と
同
じ
く
「
綜
合
藝

術
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

・「
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名
所
」　

「
山
水
画
」
は
中
国
で
の
山
や
川
を
描
い
た
風

景
画
に
な
り
、
文
人
の
よ
く
す
る
南
画
の
主
要
な
題
材
で
も
あ
っ
た
。
父
親
の
文
人
趣

味
を
身
近
で
知
っ
て
い
た
荷
風
に
は
、
こ
の
用
語
が
自
然
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
本
文
中

で
は
東
西
の
風
景
画
の
歴
史
の
中
で
位
置
づ
け
よ
う
と
試
み
て
お
り
、
浮
世
絵
の
「
山

水
画
」
の
影
響
を
受
け
た
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
や
印
象
派
の
画
家
た
ち
と
の
比
較
が
多
く
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
日
で
は
西
洋
画
の
風
景
画
の
影
響
を
受
け
た
水
辺
の
構
図
や
、

そ
こ
か
ら
ま
た
浮
世
絵
の
構
図
や
連
作
の
影
響
を
受
け
た
印
象
派
な
ど
の
風
景
画
の

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
傾
向
は
常
識
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
が
、
浮
世
絵
が
絵
画
作
品
に
与
え

た
影
響
に
つ
い
て
の
知
識
を
伝
え
る
こ
の
く
だ
り
は
、
か
な
り
新
鮮
で
あ
っ
た
に
違
い

は
な
い
。

・「
浮
世
絵
の
鑑
賞
」　

『
中
央
公
論
』
新
年
号
の
「
公
論
」
欄
掲
載
を
意
識
し
た
の
で

あ
ろ
う
、
提
言
の
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
七
章
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
論
理
的
な

構
成
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
全
体
を
通
し
て
ま
と
め
る
と
、
西
洋
と
東
洋
と

で
文
化
や
気
質
の
違
い
が
明
確
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
圧
政
的
に

西
洋
化
し
よ
う
と
す
る
日
本
の
権
力
を
批
判
し
、
但
し
そ
れ
に
反
発
す
る
の
で
は
な
く
、

日
本
人
の
つ
ね
と
し
て
専
制
時
代
に
耐
え
て
き
た
庶
民
の
暮
ら
し
を
髣
髴
と
さ
せ
る
浮

世
絵
木
版
画
を
め
で
る
こ
と
に
よ
っ
て
慰
安
を
得
て
、
も
っ
て
「
浮
世
絵
の
生
命
は
実

に
日
本
の
風
土
と
共
に
永
劫
な
る
べ
し
」（
一
五
五
頁
）
と
結
論
付
け
て
い
る
。

　

ま
ず
西
洋
の
模
倣
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
日
本
に
あ
っ
て
、
過
去
の
文
学
美
術
に
よ
っ

て
、
過
去
の
夢
を
見
る
。
そ
れ
も
狩
野
派
な
ど
の
「
官
営
藝
術
」
で
は
な
く
迫
害
を

被
っ
て
き
た
浮
世
絵
に
よ
る
と
い
う
。
な
か
で
も
江
戸
木
版
画
の
肉
筆
画
に
は
な
い
色

彩
と
構
図
に
注
目
し
、
色
彩
に
「
諦
め
」
や
「
悲
哀
」
と
い
っ
た
日
本
人
特
有
の
感
情

を
感
じ
取
り
、
俗
な
現
代
か
ら
逃
れ
て
「
春
章
写
楽
豊
国
は
江
戸
盛
時
の
演
劇
を
眼
前

に
髣
髴
た
ら
し
め
、
歌
麿
や
栄
之
は
不
夜
城
の
歓
楽
に
人
を
誘
ひ
、
北
斎
広
重
は
閑
雅

な
る
市
中
の
風
景
に
遊
ば
し
む
」（
一
四
六
頁
）
と
あ
る
。
後
半
で
は
フ
ラ
ン
ド
ル
の
詩

人
ヴ
ェ
ル
ハ
ー
レ
ン
の
「
郷
土
の
美
術
を
詠
じ
た
」
詩
の
原
語
と
翻
訳
と
を
引
用
し
、

裸
体
の
婦
女
を
描
い
て
「
人
間
の
活
力
」（
一
五
二
頁
）
表
す
西
洋
絵
画
が
、
日
本
と
は

到
底
異
な
る
も
の
と
断
言
す
る
。
こ
こ
に
は
『
歓
楽
』
な
ど
、
す
で
に
発
売
禁
止
処
分

に
あ
っ
た
荷
風
な
ら
で
は
の
見
解
も
あ
る
と
い
え
る
。
最
後
に
海
外
へ
の
流
出
の
は
な

は
だ
し
か
っ
た
こ
と
を
憂
う
。

　

帰
国
後
に
「
帰
朝
者
の
日
記
」
や
『
冷
笑
』（
佐
久
良
書
房
一
九
一
〇
年
五
月
）
で
、
変

化
す
る
東
京
の
街
並
み
や
文
化
に
対
し
て
日
本
人
の
表
面
的
な
西
洋
理
解
を
批
判
し
、

「
郷
土
芸
術
」
の
可
能
性
を
問
い
続
け
た
荷
風
な
ら
で
は
の
文
章
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ

ら
二
作
よ
り
は
、
浮
世
絵
木
版
画
に
日
本
の
風
土
（
気
候
や
気
質
も
含
め
た
）
に
み
あ
っ

た
、
積
極
的
な
価
値
を
主
張
し
て
い
る
点
が
新
し
い
。
そ
し
て
こ
の
時
点
で
の
過
去
の

夢
に
浸
る
、
と
い
う
態
度
が
保
た
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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る
部
分
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
西
洋
の
風
景
画

を
鑑
賞
す
る
手
法
を
応
用
し
え
た
と
い
え
る
。

・「
泰
西
人
の
観
た
る
葛
飾
北
斎
」（
初
出
「
欧
人
の
観
た
る
葛
飾
北
斎
」）　

北
斎
の
魅
力

を
語
っ
た
西
欧
の
著
書
を
紹
介
。
雑
誌
発
表
順
や
絵
師
の
活
躍
時
期
を
鑑
み
る
な
ら
ば
、

こ
こ
に
は
入
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
ひ
と
え
に
前
章
の
「
浮
世
絵
の
山
水
画
と
江
戸
名

所
」
で
北
斎
の
作
品
に
多
く
言
及
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

荷
風
が
欧
州
で
の
浮
世
絵
受
容
を
紹
介
し
た
の
は
、
こ
こ
か
ら
の
三
本
に
な
る
。
馬

渕
明
子
は
こ
れ
ら
に
ふ
れ
、
こ
と
に
「
欧
人
の
観
た
る
葛
飾
北
斎
」
が
「
荷
風
の
西
洋

に
お
け
る
北
斎
受
容
研
究
の
高
い
レ
ベ
ル
を
示
し
て
い
る
。」
と
認
め
、「
荷
風
の
論
に

よ
れ
ば
、
西
洋
人
に
と
っ
て
の
北
斎
の
魅
力
は
、
画
題
が
極
め
て
幅
広
い
こ
と
、
日
本

美
術
の
伝
統
を
超
え
た
卓
越
し
た
写
生
の
力
や
現
実
感
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
前
者
は
西

洋
人
を
驚
か
せ
、
後
者
は
身
近
で
あ
る
こ
と
で
理
解
を
可
能
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
と
り
わ
け
後
者
の
指
摘
は
、
日
本
人
の
視
点
で
な
け
れ
ば
、
な
か
っ
た
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。」
と
述
べ
て
い
る
。）

（1
（

　

具
体
的
に
み
て
い
く
と
、
荷
風
が
「
富
岳マ
マ

三
十
六
景
」「
諸
国
滝
巡
り
」
な
ど
に
つ

い
て
「
一
は
司
馬
江
漢
が
西
洋
遠
近
法
の
応
用
、
二
に
は
仏
國
印
象
派
勃
興
と
の
関
係

に
つ
き
て
最
も
注
意
す
べ
き
興
味
あ
る
製
作
な
り
」（
一
九
三
頁
）�

と
述
べ
た
の
は
テ
イ

ザ
ン
の
司
馬
江
漢
は
北
斎
の
先
駆
者
で
遠
近
法
を
学
ん
だ
と
書
い
て
い
て
、
続
い
て
印

象
派
の
光
と
色
彩
の
理
論
の
説
明
と
そ
の
浮
世
絵
か
ら
の
発
想
を
述
べ
た
部
分
を
受
け

て
い
る
（p.�137,�138

）。）
（1
（

ま
た
そ
れ
と
は
断
っ
て
い
な
い
が
、
テ
イ
ザ
ン
の
江
戸
景
観

へ
の
知
識
の
不
足
を
補
い
な
が
ら
、
作
品
の
光
景
の
描
写
を
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。）

（1
（

と
り
わ
け
印
象
派
の
光
と
色
彩
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
論
や
、
モ
ネ
の
外
光
の
変
化
を

活
か
し
た
積
み
稾
の
連
作
な
ど
の
知
識
は
、
こ
の
書
が
手
元
に
あ
っ
て
こ
そ
詳
し
く
書

き
込
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。
な
お
単
行
本
収
録
時
に
は
削
除
さ
れ
て
い
る
が
、

雑
誌
初
出
時
に
は
最
終
章
で
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
が
「
富
岳
三
十
六
景
諸
国
滝
巡
り
の
目
次

を
述
ぶ
る
に
先
つ
て
、
直
接
に
現
時
の
印
象
派
を
刺
激
し
た
作
品
で
あ
る
と
云
ひ
」、

テ
イ
ザ
ン
が
「
躊
躇
せ
ず
に
「
印
象
派
の
父
」
な
る
語
を
用
ひ
て
ゐ
る
。」（
三
〇
八
頁
）

と
あ
る
。
原
文
は
「
い
わ
ば
印
象
派
の
父
」（� «�en�quelque�sorte�le�père�de�

な
い
。

　

本
文
で
は
ま
ず
歴
史
を
述
べ
「
浮
絵
遠
景
図
」
の
発
達
、
狂
歌
が
「
絵
本
と
摺
物
に

於
て
よ
く
浮
世
絵
の
山
水
画
を
完
成
」（
一
七
一
頁
）
さ
せ
花
鳥
画
に
も
影
響
を
与
え
た

と
結
論
付
け
、
北
斎
と
広
重
の
魅
力
を
作
品
を
上
げ
つ
つ
語
る
。

　

言
及
す
る
作
品
は
多
い
が
、
な
か
で
も
荷
風
好
み
の
景
観
を
描
い
た
一
点
を
挙
げ
る
。

そ
れ
は
直
線
道
路
が
前
景
か
ら
後
景
に
伸
び
て
両
側
に
建
物
な
ど
が
あ
り
、
画
面
奥
の

消
失
点
に
近
い
と
こ
ろ
に
ヴ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
小
さ
く
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。）

（1
（

歌
川
広
重
の
現
在
流
布
す
る
タ
イ
ト
ル
で
「
東
都
霞
が
関�

山
王
祭
練
込
之
図
」

に
つ
い
て
の
「
他
の
一
図
は
次
第
に
高
く
な
り
行
く
両
側
の
御
長
屋
を
ば
其
の
屋
根
を

薄
墨
色
に
そ
の
壁
を
白
く
土
台
の
石
垣
を
ば
薄
き
紺
色
に
し
て
、
此
れ
に
配
す
る
に
、

山
王
祭
の
花
車
と
花
笠
の
行
列
を
ば
坂
と
家
屋
の
遠
望
に
伴
は
せ
て
、
眼
の
と
ど
か
ん

か
ぎ
り
次
第
に
遠
く
小
さ
く
描
き
出
せ
し
も
の
な
り
。
上
よ
り
見
下
す
花
笠
日
傘
の
行

列
と
左
右
な
る
家
屋
と
の
対
照
及
び
其
の
遠
近
法
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
爽
快
極
ま
り

な
き
感
を
与
ふ
。」（
一
七
八
頁
）
が
、
そ
の
典
型
に
な
る
。
荷
風
は
米
欧
に
滞
在
時
に

い
わ
ゆ
る
バ
ロ
ッ
ク
都
市
と
い
う
直
線
道
路
の
わ
き
に
高
さ
の
そ
ろ
っ
た
建
物
が
並
び
、

奥
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
凱
旋
門
や
彫
像
の
あ
る
光
景
を
好
ん
で
い
た
。
そ
う
し
た
好
み
が

こ
こ
で
も
出
て
い
る
。
な
お
現
代
で
は
大
変
人
気
の
あ
る
「
名
所
江
戸
百
景
」
に
つ
い

て
は
、
写
生
を
離
れ
た
構
図
の
奇
抜
さ
も
生
々
し
い
色
彩
も
大
い
に
失
望
さ
せ
る
も
の

で
あ
っ
た
と
、
き
わ
め
て
厳
し
い
評
価
を
し
て
い
る
。
淡
い
色
調
に
浮
世
絵
木
版
画
の

魅
力
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
当
然
と
も
い
え
よ
う
。

　

昇
亭
北
壽
に
つ
い
て
も
、
か
な
り
分
量
を
割
い
て
い
る
。『
日
和
下
駄
』
で
も
「
崖
」

の
章
な
ど
で
触
れ
て
い
て
、
お
気
に
入
り
の
絵
師
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
オ
ラ
ン
ダ
絵
画

に
あ
る
よ
う
な
構
図
で
、
雲
と
空
と
水
の
「
大
な
る
空
間
」
が
特
徴
で
、「
其
の
空
中

に
漂
ふ
大
な
る
白
雲
は
家
屋
樹
木
と
共
に
此
等
の
図
の
布
局
を
な
す
に
当
つ
て
欠
く
べ

か
ら
ざ
る
要
件
の
一
と
な
れ
り
。」（
一
八
二
頁
）
と
い
う
比
較
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
テ
イ
ザ
ン
を
引
用
し
つ
つ
国
芳
の
「
東
都
名
所
」
に
「
人
物
を
配
置
し
て
風
景

中
に
自
ら
江
戸
生
粋
の
感
情
を
溌
溂
た
ら
し
む
。」（
一
八
四
頁
）
と
書
き
、
ま
た
幕
末

の
人
心
の
変
化
も
見
て
い
る
。
そ
し
て
国
芳
を
最
後
に
人
物
画
も
山
水
画
も
終
結
を
告

げ
た
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
全
体
に
ペ
ル
ジ
ン
ス
キ
ー
や
テ
イ
ザ
ン
に
依
拠
し
て
い
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本
で
は
削
除
し
て
い
る
。
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
日
本
語
を
解
さ
な
い
の
で
、
情
報
の
ほ
と
ん

ど
を
林
忠
正
に
負
っ
て
い
た
。
そ
の
林
と
の
会
話
を
直
接
話
法
で
書
い
て
い
る
部
分
も

あ
る
。
ま
た
美
術
商
ビ
ン
グ
や
ゴ
ン
ス
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
見
た
作
品
に
つ
い
て
も
書

い
て
い
る
。
そ
う
し
た
細
か
い
部
分
を
荷
風
は
省
略
し
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
記
述
の
誤
謬

も
認
め
な
が
ら
、「
そ
の
詩
人
的
感
情
の
繊
細
と
文
辞
の
絶
妙
な
る
に
至
つ
て
は
永
く

浮
世
絵
研
究
書
物
の
白
眉
た
る
べ
し
」（
一
九
九
頁
）
と
絶
賛
す
る
。
荷
風
が
と
ら
え
た

ゴ
ン
ク
ー
ル
が
こ
と
に
た
た
え
て
い
る
歌
麿
の
魅
力
は
、
様
々
な
色
彩
と
日
本
の
女
性

の
日
常
的
な
姿
を
克
明
に
描
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
二
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
ト

リ
ビ
ア
ル
と
い
え
る
ほ
ど
詳
述
し
、
そ
れ
を
荷
風
は
翻
訳
し
て
引
用
し
て
い
る
。）

11
（

興

味
深
い
の
は
色
の
組
み
合
わ
せ
に
関
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
か
ら
す
れ
ば
「
所
謂
不
調
和

Fausse

な
る
色
彩
」
だ
が
そ
の
魅
力
を
た
た
え
、「
調
和
せ
る
彩
色
摺
」（
二
〇
〇
頁
）

（
調
和
の
原
語
はharm

onie

）
と
あ
る
箇
所
で
、
帰
国
後
に
東
京
の
煉
瓦
建
築
と
樹
木

の
色
と
の
不
調
和
な
ど
を
あ
げ
つ
ら
っ
た
荷
風
が
、
日
本
独
自
の
色
彩
感
覚
に
敏
感
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
う
え
で
歌
麿
の
裸
体
画
に
つ
い
て
の
言
及
を
取
り
上
げ
、「
秘
儀
画
」
に
も
ふ

れ
る
。
あ
え
て
原
著
のlʼoeuvre�erotique

（
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
作
品
）
と
い
う
語
は
用

い
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。
荷
風
自
身
数
度
風
俗
壊
乱
と
み

な
さ
れ
て
発
売
禁
止
の
処
分
を
受
け
て
い
た
。
浮
世
絵
版
画
で
も
裸
体
画
は
、
荷
風
が

序
文
を
翻
訳
し
た
ザ
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
英
訳
本
に
は
あ
っ
た
図
版
が
、
邦
訳
で
あ
る
『
日

本
版
画
史
』（
蘇
武
緑
郎
訳
、
向
陵
社
一
九
一
六
年
七
月
）
で
は
削
除
さ
れ
て
お
り
、
当
時

の
日
本
に
あ
っ
て
は
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
た
。
荷
風
が
引
用
し
た
部
分
は
、
遠
近
法
や

明
暗
法
に
基
づ
か
な
い
風
景
画
同
様
、
解
剖
学
を
無
視
し
理
想
化
し
て
神
話
画
な
ど
に

組
み
込
む
こ
と
も
し
な
い
日
本
絵
画
で
の
表
現
を
、
い
か
に
線
描
と
色
彩
と
で
優
れ
た

造
形
に
し
て
い
る
か
を
綿
々
と
述
べ
た
箇
所
に
な
る
。
裸
体
画
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
、

日
本
に
根
付
か
せ
る
た
め
の
一
策
に
な
っ
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。

　

全
体
と
し
て
歌
麿
が
「
青
楼
の
画
家
」
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
他
に
も
母
子
像
や
動

植
物
の
写
生
に
秀
で
て
い
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
イ
メ
ー
ジ
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
努
め

て
い
る
。
改
稿
後
は
ゴ
ン
ク
ー
ル
に
情
報
を
提
供
し
た
林
忠
正
に
つ
い
て
の
情
報
も
増

え
る
。「
維
新
後
日
本
国
内
に
遺
棄
せ
ら
れ
し
江
戸
の
美
術
を
拾
ひ
取
り
て
此
れ
を
欧

lʼim
pressionnism

e.�»,�p.�246

）
な
の
で
、
こ
れ
は
荷
風
の
誤
解
で
あ
り
妥
当
な
改
編
で

あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
日
本
人
観
ま
で
テ
イ
ザ
ン
か
ら
引
い
て
い
る
。「
北
斎
の
特
徴
と
欠
点
と
は

要
す
る
に
日
本
人
通
用
の
特
徴
と
欠
点
で
あ
る
。
即
ち
事
物
に
対
し
て
常
に
其
の
善
良

な
る
方
面
の
み
を
見
ん
と
す
る
事
な
り
。
余
り
に
了
解
し
易
き
諧
謔
と
辛
辣
に
過
ぐ
る

諷
刺
と
を
喜
ぶ
事
な
り
。
運
命
論
者
の
如
く
殆
ん
ど
翌
日
に
対
し
て
何
等
の
考
慮
憂
苦

を
も
有
せ
ざ
る
事
な
り
。」（
一
九
〇
頁
）
と
い
う
部
分
に
な
る
。
こ
れ
は
原
著
で
テ
イ

ザ
ン
が
引
用
し
て
い
る
ホ
ル
ム
ズ
の
前
述
の
北
斎
論
（p.�26,27

）
を
参
考
に
し
て
い

た
可
能
性
が
高
い
。
一
九
〇
八
年
八
月
に
帰
国
し
て
以
来
日
本
人
の
気
質
へ
の
違
和
感

を
書
き
続
け
て
い
た
荷
風
に
と
っ
て
、
そ
れ
を
言
語
化
す
る
際
に
外
国
人
の
日
本
人
論

が
適
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。）

11
（

　

も
っ
と
も
欧
米
で
の
解
釈
を
そ
の
ま
ま
受
け
売
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
幽
霊

画
に
つ
い
て
は
、
外
国
で
の
幽
霊
を
生
み
出
す
日
本
人
の
心
理
作
用
や
迷
信
を
信
じ
る

画
家
の
迷
信
云
々
の
記
述
に
対
し
て
、「
当
時
の
演
劇
及
小
説
と
の
関
係
を
示
す
」（
一

八
八
、
一
八
九
頁
）
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
が
の
ち
の
浮
世
絵

と
江
戸
演
劇
に
つ
い
て
の
考
察
に
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

・「
ゴ
ン
ク
ウ
ル
の
歌
磨
並
北
斎
伝
」（
初
出
「
ゴ
ン
ク
ウ
ル
の
歌
磨
伝　

幷
に
北
斎
伝
」）　

エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
『
歌
麿　

青
楼
の
画
家　

十
八
世
紀
の
日
本
美
術
』

を
紹
介
し
て
お
り
、
北
斎
の
伝
記
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
記
述
は
ほ
ぼ
な
い
。
こ
の
論

考
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
稿
で
論
じ
た
の
で
、
繰
り
返
し
は
避
け
る
。）

1（
（

た
だ
強
調
し
て

お
き
た
い
の
は
、
講
演
録
も
併
せ
て
都
合
三
回
発
表
し
て
い
る
意
味
で
あ
る
。
い
か
に

フ
ラ
ン
ス
で
は
文
豪
と
い
わ
れ
る
人
物
が
浮
世
絵
版
画
を
高
く
評
価
し
、
ま
た
文
学
に

つ
い
て
も
死
後
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
売
却
す
る
こ
と
で
若
手
を
育
て
る
ア
カ
デ
ミ
ー

の
設
立
が
な
る
な
ど
、
当
地
で
芸
術
が
珍
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
現
今
の
日
本
の
状
況

に
対
し
て
主
張
す
べ
き
と
い
う
、
荷
風
の
意
思
の
反
映
に
な
っ
て
い
る
。

　

ゴ
ン
ク
ー
ル
の
著
書
は
六
割
ほ
ど
が
歌
麿
の
伝
記
に
割
か
れ
、
後
半
で
肉
筆
画
や
色

刷
り
版
本
な
ど
の
八
種
類
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
て
作
品
ご
と
に
解
説
を
施
し
て
い
る
。

荷
風
は
雑
誌
初
出
で
は
こ
の
部
分
を
翻
訳
し
て
い
る
が
、
煩
瑣
に
思
わ
れ
た
の
か
単
行
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い
る
。
結
果
と
し
て
、
ザ
イ
ド
リ
ッ
ツ
の
解
説
か
ら
よ
り
歴
史
的
に
幅
を
取
っ
て
、
浮

世
絵
が
愛
さ
れ
続
け
て
き
た
歴
史
を
強
調
し
て
い
る
。

・「
浮
世
絵
と
江
戸
演
劇
」　

荷
風
は
二
代
目
市
川
左
團
次
（
松
莚
、
一
八
八
〇
～
一
九
四

〇
）
と
は
、
一
九
〇
九
年
の
初
冬
の
自
由
劇
場
創
立
の
頃
か
ら
交
情
を
深
め
て
い
た
。

市
川
左
團
次
は
欧
米
滞
在
経
験
が
あ
り
、
演
劇
革
新
運
動
に
尽
力
し
、
文
化
人
と
も
広

く
交
流
が
あ
っ
た
。
日
記
な
ど
に
よ
れ
ば
実
に
よ
く
行
動
を
共
に
し
、
元
芸
者
の
内
田

八
重
と
の
再
婚
の
折
に
は
夫
妻
が
媒
酌
人
と
な
っ
て
い
る
。
若
い
頃
よ
り
歌
舞
伎
好
き

の
荷
風
で
あ
っ
た
が
、
左
団
次
と
の
交
流
を
通
し
て
変
革
期
の
歌
舞
伎
の
世
界
を
一
層

深
く
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。）
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こ
の
章
で
は
、
役
者
絵
の
歴
史
に
つ
い
て
ザ
イ
ド
リ
ッ
ツ
、
ゴ
ン
ス
、
ク
ル
ト
、

ジ
ョ
オ
（
今
日
で
は
ジ
ロ
）
の
資
料
に
よ
り
説
明
。「
復プ

リ

ミ

チ

フ

興
期
以
前
」（
欧
米
で
の
区
分
を
踏

襲
）
で
菱
川
師
宣
に
は
じ
ま
り
、
鳥
居
清
信
と
奥
村
政
信
の
一
派
に
触
れ
、
彩
色
摺
の

全
盛
期
の
勝
川
春
章
、
歌
川
豊
国
、
写
楽
に
つ
い
て
時
代
を
追
っ
て
詳
述
す
る
。
さ
ら

に
劇
場
内
外
の
光
景
を
描
い
た
「
風
俗
的
景
色
画
」（
二
二
五
頁
）
や
遠
近
法
を
強
調
し

て
表
現
す
る
「
浮
絵
」、
似
顔
絵
本
の
説
明
が
あ
る
。
た
だ
こ
の
章
で
は
専
ら
役
者
絵

や
芝
居
絵
、
絵
本
、
芝
居
小
屋
を
描
い
た
作
品
に
触
れ
て
、
歌
舞
伎
や
音
曲
と
浮
世
絵

と
の
類
似
点
な
ど
に
つ
い
て
は
「
江
戸
演
劇
の
特
徴
」
の
章
に
詳
し
い
。「
浮
世
絵
と

江
戸
演
劇
」
で
は
末
尾
に
「
審
に
役
者
絵
の
沿
革
を
説
明
せ
ん
と
欲
す
る
よ
り
も
寧
ろ

こ
れ
に
対
す
る
哀
惜
の
詩
情
を
吐
露
せ
ん
と
す
る
叙
情
詩
の
代
用
と
し
て
こ
れ
を
草
し

た
る
の
み
。」（
二
三
三
頁
）
と
書
い
て
、
誤
り
が
あ
れ
ば
教
え
を
請
う
と
い
う
姿
勢
を
示

し
て
い
る
。
と
は
い
え
作
品
に
つ
い
て
の
記
述
は
細
や
か
で
あ
る
。
実
物
を
見
て
い
る

場
合
も
、
海
外
の
研
究
書
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
な
ど
に
負
っ
て
い
る
作
品
も

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
い
か
に
海
外
に
流
出
し
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
か
が
伝
わ
る
。

荷
風
は
挿
絵
と
書
い
て
い
る
が
、
浮
世
絵
関
係
の
書
物
は
大
型
本
で
一
ペ
ー
ジ
全
体
に

カ
ラ
ー
印
刷
し
て
あ
る
も
の
も
多
く
、
も
と
も
と
印
刷
物
で
あ
る
浮
世
絵
版
画
の
鑑
賞

に
は
都
合
が
よ
か
っ
た
。
荷
風
の
コ
メ
ン
ト
は
、
歌
舞
伎
の
見
ど
こ
ろ
を
よ
く
知
る
も

の
ら
し
い
感
想
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
構
図
や
色
彩
へ
の
こ
だ
わ
り
に

と
ど
ま
ら
な
い
舞
台
の
臨
場
感
を
も
伝
え
る
記
述
で
あ
る
。
な
お
「
復プ

リ

ミ

チ

フ

興
期
以
前
」
と

州
人
に
紹
介
し
以
て
欧
州
近
世
美
術
の
上
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
さ
せ
し
め
た
る
主
導

者
と
い
ふ
べ
き
な
り
」（
二
〇
六
頁
）
と
ま
で
称
賛
す
る
の
は
、
欧
米
で
玉
石
混
交
の

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
文
物
を
見
た
荷
風
な
ら
で
は
の
実
感
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。

・「
欧
米
の
浮
世
絵
研
究
」（
初
出
「
欧
米
に
於
け
る
浮
世
絵
研
究
の
顛
末
」）　

ザ
イ
ド
リ
ッ

ツ
の
『
日
本
彩
色
版
画
史
』（
英
語
版
一
九
一
〇
年
）
最
初
の
総
論
（general�

considerations

）�

部
分
で
の
、
欧
米
で
の
浮
世
絵
研
究
史
を
訳
述
し
て
い
て
、
多
く
の

具
体
的
な
人
名
、
書
名
、
博
物
館
名
、
傾
向
な
ど
を
紹
介
し
た
。
一
八
六
二
年
の
ロ
ン

ド
ン
万
博
以
来
注
目
を
浴
び
た
浮
世
絵
が
、
画
家
や
版
画
家
の
み
な
ら
ず
セ
ー
ブ
ル
の

陶
磁
器
の
工
芸
家
を
魅
了
し
、
愛
好
家
が
増
え
一
八
七
三
年
の
ウ
イ
ー
ン
万
博
、
一
八

七
八
年
の
パ
リ
万
博
で
日
本
美
術
に
つ
い
て
の
知
識
が
欧
州
に
広
ま
っ
た
と
い
う
。
こ

の
万
博
と
日
本
美
術
ブ
ー
ム
と
の
関
係
は
、
現
在
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
で
は
自
明
の

歴
史
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
農
商
務
省
や
文
部
省
の
関
係
者
で
も
な
い
限
り
、
興
味
の

枠
外
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
ザ
イ
ド
リ
ッ
ツ
は
と
り
わ
け
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
編
ん
だ
目
録

Catalogue of the M
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に
最
大
の
賛
辞
を
贈
っ
て
い
る
。
浮
世
絵

の
版
物
一
枚
ご
と
に
出
版
年
代
を
記
載
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
章
の
中
で
も
殊
に
重
要
な
情
報
と
い
え
る
の
は
、
欧
米
各
国
の
日
本
美
術
が
収

め
ら
れ
て
い
る
美
術
館
・
博
物
館
を
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
由
来
と
と
も
に
列
挙
し
、

か
つ
著
名
な
コ
レ
ク
タ
ー
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
浮
世
絵
研
究

の
書
物
の
作
者
と
書
名
を
原
綴
と
合
わ
せ
て
紹
介
し
て
い
る
。
コ
レ
ク
タ
ー
の
業
績
は

そ
の
所
蔵
品
の
売
立
て
に
よ
る
散
逸
な
ど
の
た
め
に
後
世
に
伝
わ
り
に
く
い
が
、
こ
れ

で
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
ポ
ス
ト
・
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
期
の
受
容
の
状
況
が
よ
く
伝
わ
る
。

本
稿
の
最
終
章
で
も
ふ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
情
報
が
欧
州
で
浮
世
絵
展
示
を
見
る
の
に

最
適
で
あ
っ
た
の
は
疑
い
な
い
。

　

荷
風
は
こ
れ
ら
に
加
え
て
「
訳
者
曰
。」
と
し
て
ク
ル
ト
と
テ
イ
ザ
ン
（
こ
こ
で
は

M
arquis�de�T

ressan

の
名
前
も
添
え
る
）、
小
島
烏
水
が
参
照
し
て
い
た
ア
ム
ス
デ
ン
の

広
重
論
も
並
べ
て
、
最
後
に
テ
イ
ザ
ン
の
書
の
序
論
で
陶
磁
器
や
漆
器
し
か
知
ら
な
か

っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
が
、
維
新
後
に
古
美
術
が
入
っ
て
く
る
こ
と
で
多
く
の
コ
レ
ク
タ
ー

が
「
狂
奔
」（
二
一
八
頁
）
し
た
史
実
を
記
し
て
い
る
箇
所
を
引
用
し
て
締
め
く
く
っ
て
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次
に
歌
川
派
の
絵
師
を
列
挙
し
、
な
か
で
も
歌
川
国
直
の
為
永
春
水
の
挿
絵
で
の

「
人
物
と
調
和
せ
る
其
の
背
景
」（
二
四
〇
頁
）
に
興
味
を
抱
き
、
菊
川
英
山
の
美
人
を

描
い
て
の
「
柔
和
艶
麗
の
情
」（
二
四
二
頁
）、
渓
斎
英
泉
の
「
戯
作
の
才
」（
同
前
）、
月

岡
芳
年
の
「
美
人
風
俗
画
」
に
「
明
治
に
お
け
る
江
戸
浮
世
絵
の
最
終
の
俤
」（
二
四
六

頁
）
を
見
る
。
テ
イ
ザ
ン
を
は
じ
め
、
欧
米
の
浮
世
絵
研
究
書
に
は
北
斎
を
除
い
て
読

本
の
挿
絵
へ
の
言
及
が
少
な
い
。
展
覧
会
な
ど
に
は
絵
本
を
別
途
展
示
す
る
な
ど
、
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は
珍
重
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
文
字
情
報
と
合

わ
せ
て
鑑
賞
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
荷
風
は
春
水
な
ど
の
人
情

本
を
愛
読
し
て
お
り
、
中
で
も
梅
暦
続
編
の
シ
リ
ー
ズ
に
あ
る
国
直
の
挿
絵
を
物
語
と

合
わ
せ
て
愛
す
る
と
、
書
い
て
い
る
。
具
体
的
な
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

そ
の
記
述
は
荷
風
の
下
町
の
家
屋
や
山
の
手
の
隠
居
宅
を
描
く
筆
致
に
、
そ
の
ま
ま
応

用
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　
『
梅
見
の
船
』
巻
七
に
挿
入
し
た
る
半
次
郎
が
猿
寺
の
住
家
の
図
は
、
土
佐
派
古

画
の
絵
巻
物
に
見
る
と
同
じ
き
方
法
を
取
り
屋
根
を
除
き
て
上
方
よ
り
斜
に
家
の
内

外
と
間
取
の
さ
ま
を
示
し
た
り
。
家
は
腰
高
の
塗
骨
障
子
を
境
に
し
て
居
間
と
台
所

と
の
二
間
の
み
な
れ
ど
竹
の
濡
縁
の
外
に
は
聊
か
な
る
小
庭
あ
り
と
覚
し
く
、
手
水

鉢
の
ほ
と
り
よ
り
竹
の
板
目
に
は
蔦
を
か
ら
ま
せ
、
高
く
釣
り
た
る
棚
の
上
に
は
植

木
鉢
を
置
き
た
る
に
、
猶
表
側
の
見
付
を
見
れ
ば
入
口
の
庇
、
戸
袋
、
板
目
な
ぞ
も

狭
き
処
を
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
意
匠
し
て
網
代
、
船
板
、
洒
竹
な
ど
を
用
ゐ
た
れ
ば
、
今

日
吾
人
の
眼
よ
り
見
れ
ば
貧
し
き
こ
の
裏
屋
も
風
流
閑
雅
な
る
隠
宅
の
如
き
観
あ
り
。

こ
は
少
し
く
別
問
題
な
れ
ど
も
日
本
の
器
具
家
屋
に
竹
材
を
用
ふ
る
事
の
範
囲
並
に

そ
の
美
術
的
価
値
を
論
ず
る
は
最
も
興
味
あ
る
事
な
り
。
こ
れ
に
つ
き
て
は
既
に
英

人
サ
ト
ウ
、
独
逸
人�H

ans�Sporry

等
の
著
書
あ
り
（
二
四
〇
、
二
四
一
頁
）。

　

一
葉
の
挿
絵
か
ら
や
ま
と
絵
の
吹
抜
屋
台
の
技
法
の
説
明
と
、
江
戸
時
代
の
住
居
の

解
説
と
外
国
人
に
よ
る
日
本
の
工
芸
研
究
と
が
ま
さ
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
紡
ぎ
だ
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
報
量
の
多
い
自
在
さ
は
江
戸
の
末
の
特
徴
で
も
あ
り
、
一
枚

絵
は
次
第
に
亜
流
の
モ
チ
ー
フ
や
粗
悪
な
印
刷
が
多
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
荷
風
の
教

養
は
別
の
面
白
さ
を
見
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
荷
風
は
多
く
の
絵
師
の
名
前
と
そ
の
作
風
に
つ
い
て
の
自
身
の
感
想

い
う
の
は
、
こ
の
あ
と
の
章
の
「
衰
退
期
」
同
様
、
西
洋
美
術
史
で
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代

の
美
術
の
歴
史
の
推
移
を
区
分
す
る
の
と
同
様
の
、
浮
世
絵
研
究
で
も
用
い
ら
れ
て
い

る
用
語
で
あ
る
。

　

海
外
の
文
献
の
な
か
で
、
ク
ル
ト
と
ジ
ロ
の
書
の
図
版
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
は
と
り
わ

け
興
味
深
い
。
ク
ル
ト
の
写
楽
論
は
画
期
的
な
調
査
で
あ
り
、
む
ろ
ん
現
代
か
ら
見
れ

ば
問
題
も
あ
る
が
、
出
版
の
翌
年
に
開
催
さ
れ
た
パ
リ
の
装
飾
芸
術
美
術
館
で
の
連
続

浮
世
絵
展
「
清
長
、
文
晁
、
写
楽
展
」
の
カ
タ
ロ
グ
で
も
大
い
に
参
照
さ
れ
て
い
た
。）

11
（

ジ
ロ
は
印
刷
業
者
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
摺
の
良
い
作
品
を
所
有
し
て
い
た
。
荷
風
は

一
九
〇
四
年
の
目
録
を
所
有
し
て
い
た
よ
う
で
、
一
枚
絵
と
似
顔
絵
本
か
ら
幾
点
か
を

紹
介
し
て
い
る
。
ク
ル
ト
本
の
春
章
の
「
暫
」
か
ら
は
意
匠
の
奇
抜
さ
に
驚
愕
し
、
ジ

ロ
か
ら
は
岩
井
半
四
郎
や
中
村
七
三
郎
と
市
川
純
蔵
の
役
者
絵
を
取
り
上
げ
て
、
後
者

か
ら
は
制
作
年
代
を
推
測
し
て
も
い
る
。
さ
ら
に
三
味
線
や
足
拍
子
の
音
が
聞
こ
え
る

と
い
う
表
現
も
し
て
い
て
、
芝
居
の
舞
台
が
役
者
の
演
技
と
音
楽
と
が
渾
然
一
体
と

な
っ
て
時
空
間
を
作
り
出
し
て
い
る
画
面
の
雰
囲
気
が
、
よ
り
実
感
さ
れ
て
き
て
い
る
。

浮
世
絵
の
表
現
す
る
世
界
へ
の
没
入
感
の
質
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
鑑
賞
者
が
自
由

に
思
い
を
は
せ
る
と
い
う
よ
り
、
切
り
取
ら
れ
た
表
現
さ
れ
た
も
の
と
そ
の
舞
台
全
体

に
入
り
込
ん
で
い
く
よ
う
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
見
方
が
で
き
る
荷
風
で
あ
れ
ば
、
先

の
幽
霊
画
の
ご
と
く
欧
米
人
の
解
釈
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
の
は
必
然

で
あ
っ
た
ろ
う
。

・「
衰
頽
期
の
浮
世
絵
」　

荷
風
に
よ
れ
ば
、
文
政
・
天
保
（
一
八
一
八
～
四
五
年
）
以

後
錦
絵
は
工
芸
品
に
属
し
、
絵
本
は
単
な
る
印
刷
出
版
物
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
け
れ

ど
も
衰
退
期
の
作
品
は
、
当
時
の
風
俗
を
知
る
手
立
て
で
あ
り
、
人
情
本
の
挿
絵
な
ど

に
当
時
の
貧
し
く
も
清
潔
な
暮
ら
し
を
う
か
が
え
る
背
景
の
魅
力
を
感
じ
、
一
方
で
社

会
的
に
も
「
風
俗
史
料
」（
二
四
四
頁
）
と
し
て
の
興
味
、
ひ
い
て
は
「
社
会
的
事
変
の

報
道
」（
二
四
六
頁
）
と
し
て
の
価
値
な
ど
を
指
摘
。
こ
れ
は
荷
風
の
独
自
の
見
解
で
あ

る
。
歌
川
国
貞
に
つ
い
て
は
テ
イ
ザ
ン
を
、
国
芳
に
つ
い
て
は
ガ
ス
ト
ン
・
ミ
ジ
ョ
ン

の
論
を
引
用
。
な
お
国
貞
の
と
こ
ろ
で
触
れ
て
い
る
「
板
倉
氏
」
と
は
板
倉
勝
麿
の
こ

と
。
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現
は
れ
来
た
り
し
も
の
、
便
ち
我
邦
古
文
明
円
熟
の
一
極
点
を
示
す
も
の
」（
二
五
七

頁
）
と
あ
り
、
同
時
代
人
に
は
狂
歌
を
う
ん
だ
哀
愁
や
諧
謔
の
情
が
な
く
な
っ
た
と
も

書
い
て
い
て
、
消
滅
は
致
し
方
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
が
大
正
期
の
新
傾
向
の
俳
句
に

対
し
て
の
抗
議
に
な
っ
て
い
る
。
漢
学
と
和
学
の
融
合
や
精
神
性
に
も
ふ
れ
て
、「
平

民
藝
術
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
こ
だ
わ
り
の
な
い
、
江
戸
文
化
の
保
存
を
訴
え
る
文

章
に
な
っ
て
い
る
。

・「
江
戸
演
劇
の
特
徴
」　

雑
誌
で
の
発
表
順
で
い
え
ば
「
浮
世
絵
と
江
戸
演
劇
」
の
二

か
月
前
に
な
る
。
初
出
か
ら
大
き
く
削
除
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
は
改
良
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
「
旧
劇
は
元
よ
り
卑
俗
の
見
世
物
た
り
と
雖
、
昔
の
ま
ゝ

に
保
存
せ
し
む
れ
ば
、（
略
）
一
時
の
慰
安
と
な
す
に
足
る
べ
し
。」（『
三
田
文
学
』　

一
五

七
頁
）
云
々
と
あ
っ
て
、
新
し
い
意
味
で
の
「
藝
術
」
の
圏
外
に
置
く
こ
と
を
希
望
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
藝
術
」
は
ハ
イ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
で
あ
る
武

家
・
公
家
の
文
化
、
さ
ら
に
西
洋
で
藝
術
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
も
の
を
指
し
て
い

よ
う
。
本
文
中
で
は
、
冒
頭
か
ら
坪
内
逍
遥
や
森
鷗
外
ら
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た

「
江
戸
伝
来
の
演
劇
に
対
す
る
改
革
刷
新
の
運
動
」
に
反
発
し
て
い
る
。「
貴
族
的
な

る
能
楽
に
対
照
し
」「
江
戸
平
民
美
術
」（
二
五
八
頁
）
で
あ
る
演
劇
は
、
拍
子
木
も
含

む
「
音
楽
」
と
「
舞
台
の
装
置
法
」
と
演
技
扮
装
と
も
に
型
の
あ
る
「
俳
優
」
の
三
要

素
で
な
り
、
一
部
を
変
え
て
は
よ
く
な
い
。
少
し
大
き
く
ま
と
め
る
と
、
題
材
と
構
図

と
色
彩
と
が
「
音
楽
的
調
和
」（「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
の
意
か
）
を
か
も
し
だ
す
「
綜
合
藝

術
」
で
あ
る
浮
世
絵
と
の
類
似
を
解
き
（
二
五
九
頁
）、
日
常
生
活
を
描
い
て
も
デ
コ

ラ
テ
ィ
ヴ
で
あ
っ
た
り
デ
フ
ォ
ル
メ
が
あ
っ
た
り
し
て
、
浅
い
内
容
で
も
人
情
の
機
微

を
打
つ
。「
明
治
の
革
命
」
以
後
江
戸
の
美
術
工
芸
で
今
日
ま
で
残
っ
て
い
る
も
の
は

「
芝
居
と
踊
り
三
味
線
」
だ
け
で
、
現
在
で
は
浮
世
絵
同
様
「
貴
重
な
る
骨
董
と
な
り

し
」（
二
六
四
頁
）
ゆ
え
に
、
従
来
の
姿
を
守
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
厳
密
に
い
え

ば
平
面
の
浮
世
絵
と
演
劇
と
を
同
じ
次
元
で
語
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
。
が
、
そ
の
世

界
に
没
入
す
る
こ
と
で
日
常
を
離
れ
た
調
和
の
と
れ
た
時
空
間
を
総
合
的
に
感
じ
う
る

と
い
う
点
で
、
荷
風
ら
し
い
享
受
の
仕
方
が
主
張
さ
れ
て
い
た
。

　

全
体
的
に
歌
舞
伎
の
保
存
を
訴
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
単
行
本
の
最
後
に
お
く
の

を
述
べ
て
い
る
が
、
総
じ
て
幕
末
か
ら
明
治
の
浮
世
絵
が
「
今
日
の
新
聞
紙
に
等
し
き

任
務
を
帯
び
」「
社
会
的
事
変
の
報
道
」（
二
四
六
頁
）
の
手
段
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
末
尾
に
明
治
年
間
で
の
江
戸
浮
世
絵
師
の
没
年
を
掲
げ

て
終
わ
る
。
最
後
に
上
げ
て
い
る
「
関
根
氏
の
浮
世
画
人
伝
」
と
は
、
関
根
全
四
郎
編

『
浮
世
絵
画
人
伝
』（
修
学
堂
一
八
九
九
年
五
月
）
で
あ
る
。

・「
狂
歌
を
論
ず
」　

文
末
に
「
大
正
六
年
稿
」
と
あ
る
。「
一
歳
わ
れ
頻
り
に
浮
世
絵

を
見
る
事
を
楽
し
み
と
せ
し
が
其
の
事
よ
り
相
関
連
し
て
漸
く
狂
歌
に
対
す
る
趣
味
を

も
覚
ゆ
る
や
う
に
な
り
ぬ
。」（
二
四
九
頁
）
と
冒
頭
に
あ
っ
て
、
実
は
狂
歌
そ
れ
自
体

と
い
う
よ
り
も
絵
入
狂
歌
本
（
狂
歌
絵
本
）
の
魅
力
を
語
る
文
章
に
な
っ
て
い
る
。
浮

世
絵
版
画
は
一
枚
摺
が
主
流
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
絵
入
本
は
北
斎
や
歌
麿
を

筆
頭
に
欧
米
で
も
人
気
が
高
か
っ
た
。
荷
風
は
「
こ
こ
に
浮
世
絵
と
狂
歌
と
は
絵
本
及

摺
物
の
板
刻
に
よ
り
て
互
に
密
接
な
る
関
係
を
有
す
る
に
至
れ
り
。
即
北
尾
政
演
が

『
狂
歌
五
十
人
一
首
』
の
如
き
、
喜
多
川
歌
麿
が
『
絵
本
虫
撰
』、『
百
千
鳥
』、『
狂
月

望
』、『
銀
世
界
』、『
江
戸
爵
』
の
如
き
ま
た
北
尾
政
美
が
『
江
戸
名
所
鑑
』、
北
尾
重
政

の
『
絵
本
吾
妻
袂
』、
葛
飾
北
斎
が
『
東
都
遊
』、『
隅
田
川
両
岸
一
覧
』、『
山
復
山
』
等

の
如
き
美
麗
な
る
絵
本
並
に
無
数
の
摺
物
は
皆
こ
れ
狂
歌
の
吟
咏
あ
つ
て
し
か
し
て
後

こ
れ
が
た
め
に
板
刻
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
浮
世
絵
師
窪
俊
満
は
尚
左
堂
と
号
し
て
ま
た

狂
歌
に
工
な
り
き
。」（
二
五
四
頁
）
と
狂
歌
は
浮
世
絵
を
添
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
精
彩

を
放
ち
、
今
日
も
残
る
芸
術
品
と
し
て
珍
重
す
べ
き
と
説
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
戸
田
茂
睡
、
浅
井
了
井
、
芭
蕉
、
蜀
山
人
を
列
挙
し
て
、
狂
歌
絵
本
が
当
時
も
っ
と

も
流
行
し
た
美
麗
な
製
本
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

荷
風
の
知
識
量
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
浮
世
絵
を
文
学
の
世
界
と
合
わ
せ
て
享
受
す

る
楽
し
み
も
伝
わ
っ
て
く
る
。『
日
和
下
駄
』
で
も
「
第
四　

地
図
」「
第
九　

崖
」
で

さ
か
ん
に
狂
歌
を
引
用
し
て
、
浮
世
絵
と
合
わ
せ
て
東
京
の
景
観
を
楽
し
ん
で
い
た
。

ゴ
ン
ク
ー
ル
も
歌
麿
の
『
絵
本
虫
撰
』
を
絶
賛
し
て
い
た
が
、
も
は
や
そ
う
し
た
い
わ

ば
海
外
文
豪
を
引
き
合
い
に
出
し
て
の
箔
付
け
は
不
要
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
次
の

文
章
に
荷
風
の
主
張
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
俳
諧
狂
歌
の
類
は
江
戸
太

平
の
時
を
得
て
漢
学
和
学
の
両
文
学
渾
然
と
し
て
融
化
咀
嚼
せ
ら
れ
た
る
の
結
果
偶
然
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に
違
い
な
い
。）
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小
林
は
京
都
大
学
卒
業
後
の
一
九
二
三
年
春
か
ら
二
六
年
春
に
か
け
て
留
学
し
、
パ

リ
大
学
に
在
籍
し
た
。
直
接
荷
風
に
言
及
し
て
い
な
い
た
め
に
断
定
は
出
来
な
い
が
、

『
江
戸
藝
術
論
』
で
の
欧
米
文
献
の
紹
介
が
役
立
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

同
様
に
一
九
二
五
年
前
後
、
小
林
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
パ
リ
で
西
洋
美
術
史
を
学
び
、

一
九
三
〇
年
に
帰
国
し
た
柳
亮
（
一
九
〇
三
～
七
八
）
の
一
九
三
八
年
の
文
章
を
読
む

と
、
荷
風
の
著
作
の
重
要
性
が
納
得
で
き
る
。
柳
は
エ
コ
ー
ル
・
デ
ュ
・
ル
ー
ヴ
ル
で

美
術
史
を
学
び
、
日
本
語
雑
誌
『
巴
里
藝
術
通
信
』
を
刊
行
し
、
薩
摩
治
郎
八
や
藤
田

嗣
治
を
中
心
と
し
た
巴
里
日
本
美
術
家
協
会
で
理
事
長
を
務
め
て
い
た
。

　

浮
世
絵
の
本
質
に
つ
い
て
は
、
永
井
荷
風
氏
が
、
そ
の
「
江
戸
藝
術
論
」
中
で
、

も
つ
と
も
簡
潔
に
そ
れ
を
要
約
し
て
い
る
。（
略
）　

浮
世
絵
の
レ
ア
リ
ズ
ム
に
つ
い

て
は
、「
江
戸
藝
術
論
」
の
著
者
が
―
―
こ
れ
余
が
広
重
と
北
斎
の
江
戸
名
所
絵
に
よ

り
て
都
会
と
其
近
郊
の
風
景
を
見
ん
こ
と
を
冀
ひ
、
鳥
居
奥
村
派
の
製
作
に
よ
り
て
、

衣
服
の
模
様
器
具
の
意
匠
を
尋
ね
、
天
明
以
後
の
美
人
画
に
よ
り
て
は
、
専
制
時
代

の
疲
弊
堕
落
せ
る
平
民
生
活
を
窺
ひ
、
以
て
身
に
つ
ま
さ
る
る
美
感
を
求
め
し
所
以

―
―
と
述
べ
更
に
―
―
春
章
写
楽
豊
国
は
江
戸
盛
時
の
演
劇
を
眼
前
髣
髴
た
ら
し
め
、

歌
麿
栄
之
は
不
夜
城
の
歓
楽
に
人
を
誘
ひ
、
北
条マ

マ

広
重
は
閑
雅
な
る
市
中
の
風
景
に

遊
ば
し
む
―
―
と
言
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
凡
そ
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
や
う
。

浮
世
絵
の
レ
ア
リ
ズ
ム
を
代
表
し
て
ゐ
る
の
は
北
斎
で
あ
る
が
、
テ
イ
ザ
ン
の
日
本

美
術
論
中
に
は
、
彼
が
写
実
家
の
筆
と
し
て
、
恰
度
印
象
派
の
傾
向
と
同
じ
や
う
に
、

美
の
表
現
よ
り
も
性
格
の
表
現
に
重
き
を
置
き
、
題
材
の
高
尚
な
る
と
卑
俗
な
る
と

を
弁
じ
な
か
つ
た
と
い
ふ
一
節
が
あ
る
。）
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柳
は
中
略
し
た
部
分
で
荷
風
の
『
江
戸
藝
術
論
』
中
の
「
浮
世
絵
の
鑑
賞
」
二
章
の

原
著
の
四
頁
、
五
頁
か
ら
引
用
し
て
お
り
、
引
用
し
た
リ
ア
リ
ズ
ム
に
関
す
る
個
々
の

例
も
や
は
り
「
浮
世
絵
の
鑑
賞
」
一
章
の
原
著
三
頁
、
四
頁
か
ら
引
用
し
て
い
る
。
テ

イ
ザ
ン
の
書
は
柳
が
フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
に
入
手
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
引

用
し
た
部
分
、
こ
と
に
後
半
は
荷
風
の
『
江
戸
藝
術
論
』
中
の
「
泰
西
人
の
観
た
る
葛

飾
北
斎
」（
一
九
一
頁
）
の
言
葉
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
す
で
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

芸
術
運
動
は
撲
滅
し
て
い
た
。
が
、
柳
は
「
平
民
」
の
語
を
借
り
て
、
庶
民
の
姿
を
写

に
ふ
さ
わ
し
い
総
論
的
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
荷
風
が
帰
国
後
以
来
唱
え
て
い
た
、

外
来
思
想
の
影
響
を
受
け
な
い
、
風
土
や
気
質
に
あ
っ
た
絵
画
、
音
楽
、
演
劇
な
ど
の

「
郷
土
藝
術
」
を
江
戸
の
「
平
民
藝
術
」
と
見
定
め
た
と
い
う
ま
と
め
に
な
る
。

五
　
『
江
戸
藝
術
論
』
の
余
波（

（2
（

　

美
術
史
家
の
小
林
太
市
郎
（
一
九
〇
一
～
六
三
）
は
、
一
九
三
八
年
頃
か
ら
盛
ん
に

西
洋
美
術
に
お
け
る
日
本
美
術
の
影
響
を
実
証
す
る
論
考
を
発
表
し
て
い
た
。「
日
本

美
術
及
び
印
象
派
絵
画
と
テ
オ
ド
ル
・
ヂ
ュ
レ
」）

11
（

で
は
、
今
日
で
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
絵

画
の
典
型
と
み
な
さ
れ
る
、
モ
ネ
の
作
品
「
ラ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
ー
ズ
」（«�La�Japonaise�»

）

を
、「「
日
本
趣
味
、
壁
面
装
飾
画
」
と
題
す
る
日
本
衣
裳
の
婦
人
像
」（«�Panneau�

décoratif,�Japonerie�»

）
と
い
う
第
二
回
印
象
派
展
で
の
呼
び
方
で
解
説
し
て
い
る
。

ま
た
モ
ネ
の
ポ
プ
ラ
並
木
の
一
連
の
作
品
に
つ
い
て
も
、
広
重
の
構
図
と
具
体
的
に
比

較
し
て
い
る
。
小
林
が
こ
う
し
た
着
眼
点
を
持
ち
え
た
背
景
を
、
後
年
池
上
忠
治
（
一

九
三
六
～
九
四
）
が
説
明
し
て
い
る
。
池
上
は
『
小
林
太
市
郎
著
作
集　

第
二
巻　

北

斎
と
ド
ガ
』
の
解
説
と
し
て
「《
日
本
趣
味
》
研
究
の
た
め
に
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
荷

風
か
ら
の
影
響
を
指
摘
し
た
。

欧
米
に
お
け
る
日
本
趣
味
の
流
行
と
い
う
問
題
を
日
本
に
お
い
て
非
常
に
早
く
取

り
あ
げ
た
の
は
永
井
荷
風
で
あ
る
。
右
に
断
わ
っ
た
よ
う
に
私
は
荷
風
以
前
に
こ

の
問
題
に
触
れ
た
日
本
人
の
文
章
が
あ
る
か
ど
う
か
を
知
ら
な
い
の
だ
が
、
し
か

し
荷
風
の
『
江
戸
藝
術
論
』
が
こ
の
問
題
を
正
面
か
ら
取
り
あ
げ
た
本
格
的
な
論

述
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
が
あ
る
ま
い
。
荷
風
は
一
九
〇
三
年
に
渡
米
し
、
ア

メ
リ
カ
の
諸
美
術
館
で
初
め
て
浮
世
絵
の
面
白
さ
、
美
し
さ
を
知
っ
た
と
さ
れ
る
。

そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
一
九
〇
八
年
に
帰
国
し
て
、『
江
戸
藝
術
論
』
を
一

九
二
〇
年
に
籾マ山
書マ店
か
ら
発
行
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
内
容
を
な
す
諸
論
文
の

う
ち
日
本
趣
味
に
直
接
関
連
す
る
八
篇
は
も
っ
と
早
く
、
一
九
一
三
年
か
ら
一
四

年
に
か
け
て
『
中
央
公
論
』
や
『
三
田
文
学
』
に
発
表
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。（
略
）

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
推
量
す
る
と
、
恐
ら
く
氏
は
す
で
に
渡
仏
以
前
に
荷
風
の
論

文
そ
の
他
に
よ
っ
て
日
本
趣
味
の
問
題
を
充
分
に
認
識
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
で
や
る

べ
き
こ
と
の
う
ち
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
よ
り
一
層
の
追
求
を
加
え
ら
れ
た
の
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注（
１
）　

近
藤
市
太
郎
「
荷
風
と
浮
世
絵
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
六
〇
年
六
月
、

該
当
頁
は
四
一
頁
）。

（
２
）　

荷
風
の
浮
世
絵
体
験
や
帰
国
後
か
ら
浮
世
絵
研
究
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、

次
の
拙
著
で
詳
述
し
た
。『
永
井
荷
風
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
リ
・
東
京　

造

景
の
言
葉
』（
翰
林
書
房
二
〇
〇
七
年
六
月
）。
こ
の
ほ
か
補
足
と
な
る
拙
論
に
つ

い
て
は
、
注
に
記
す
こ
と
と
し
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
で
図
版
の
掲
載
が
か

な
わ
な
い
が
、
拙
論
で
一
部
紹
介
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム
の
還
流
に
つ
い
て
は
最
新
の
論
文
に
三
浦
篤
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
還

流
」（『
ア
ス
テ
ィ
オ
ン
』
99
、
二
〇
二
三
年
十
一
月
）
が
あ
る
。

（
３
）　

単
行
本
の
出
版
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
中
島
国
彦
「
後
記
」（『
荷
風
全

集
』
第
十
巻
（
岩
波
書
店
二
〇
一
〇
年
三
月
、
引
用
し
た
該
当
頁
は
三
三
五
頁
）
に
詳

し
い
。

（
４
）　

内
田
魯
庵
「
江
戸
趣
味
の
第
一
人
者
」（『
新
潮
』
一
九
一
八
年
二
月
）。
な
お
魯

庵
の
荷
風
の
江
戸
文
化
理
解
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
拙
稿
「「
日
本
趣
味
」
か

「
江
戸
趣
味
」
か�

日
本
近
代
文
学
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム�

」（『
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
』

37
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
、
該
当
頁
は
四
八
頁
）
で
述
べ
た
。

（
５
）　

前
田
愛
「
荷
風
に
お
け
る
江
戸
―
「
下
谷
叢
話
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
幻
景
の
明

治
』
所
収
、
岩
波
現
代
文
庫
、
岩
波
書
店
二
〇
〇
六
年
十
一
月
、
一
九
七
〇
年
執
筆
）。

さ
ら
に
荷
風
の
漢
文
学
や
俳
句
、
狂
歌
な
ど
の
教
養
に
つ
い
て
は
池
澤
一
郎
の

「
解
題
」、「
注
解
」（
加
藤
郁
乎
編
『
荷
風
俳
句
集
』」
岩
波
書
店
、
岩
波
文
庫
二
〇
一

三
年
四
月
所
収
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
６
）　

大
久
保
の
人
物
設
定
に
つ
い
て
は
拙
論
「
永
井
荷
風
の
浮
世
絵
研
究
―
「
ゴ
ン

ク
ウ
ル
の
歌
麿
伝　

幷
に
北
斎
伝
」
を
中
心
に
―
」（『
国
文
学
研
究
』
179
集
、
二

〇
一
六
年
六
月
、
該
当
頁
は
十
七
頁
）
で
説
明
し
た
。

（
７
）　

後
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
夫
人
の
手
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
たErnest�F.�Fenollosa,�

E
pochs of Chinese and Japanese art : A

n outline history of asiatic 
design,�W

.�H
einem

ann,�1913.�₂
�vol..

（
８
）　Gaston�M

igeon,�LʼA
rt en Chine et au Japon, H

achette,�1913.�

実
的
に
表
現
し
た
北
斎
に
、「
平
民
」
を
直
視
し
よ
う
と
し
た
第
三
共
和
政
の
精
神
に

か
な
っ
た
ク
ー
ル
ベ
な
ど
と
同
様
の
リ
ア
リ
ズ
ム
（
レ
ア
リ
ス
ム
）
の
精
神
を
認
め
て

い
る
。
柳
は
四
年
後
に
発
表
し
た
「
浮
世
絵
と
印
象
派　

ピ
ク
ト
リ
ス
ク
と
レ
ア
リ
ズ

ム
の
問
題
」）

11
（

で
も
、『
江
戸
藝
術
論
』
を
参
照
し
て
い
る
。

　

小
林
太
市
郎
と
柳
亮
が
パ
リ
に
い
た
の
は
、
藤
田
嗣
治
を
筆
頭
に
巴
里
日
本
美
術
協

会
の
画
家
た
ち
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
造
形
表
現
を
得
よ
う
と
西
欧
人
の
好
む
日
本
風
の

画
風
を
あ
え
て
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
改
め
て
欧
米
人
の
浮
世

絵
嗜
好
に
注
目
が
集
ま
り
、
か
つ
そ
れ
が
欧
米
人
の
浮
世
絵
評
価
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。『
江
戸
藝
術
論
』
は
情
報
量
が
多
く
、
彼
地
で
役
立
て
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
後
浮
世
絵
の
美
的
側
面
か
ら
と
荷
風
の
強
調
し
た
江
戸
の
「
平
民
」
の
文

化
を
重
ん
じ
る
精
神
が
、
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

当
初
は
美
的
な
観
点
か
ら
浮
世
絵
版
画
の
魅
力
を
寿
ぎ
、
ま
た
そ
こ
に
権
力
に
虐
げ

ら
れ
た
江
戸
の
平
民
た
ち
の
哀
愁
を
感
じ
て
い
た
荷
風
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
江
戸
時

代
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
、
西
洋
化
の
た
め
に
改
革
を
す
る
明
治
の
権
力
者
に
対
し
て

の
反
発
が
加
わ
り
、
い
わ
ば
二
重
に
否
定
さ
れ
た
江
戸
の
平
民
の
美
術
・
演
劇
・
文
学

の
価
値
付
与
と
保
存
の
要
求
へ
と
向
か
っ
た
。
国
内
で
の
資
料
の
不
足
か
ら
も
箔
付
け

の
意
味
か
ら
も
、
欧
米
で
の
浮
世
絵
研
究
に
頼
り
、
美
術
作
品
と
し
て
の
批
評
（
美
術

史
研
究
で
い
う
作
品
記
述
）
の
方
法
、
日
本
人
評
価
を
取
り
入
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
欧
米
で
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
ブ
ー
ム
後
の
西
洋
美
術
史
の
方
法
を
応
用
し
た
浮
世

絵
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
社
会
的
に
も
美
学
的
に
も
価
値
を
認
め
さ
せ
る
た
め
の
営
為

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
自
身
が
経
験
を
通
じ
て
知
識
を
深
め
て
い
く
に
従
い
、
欧
米
で
の

研
究
の
及
ば
ぬ
範
囲
に
も
気
づ
き
、
そ
れ
を
補
う
論
考
も
書
い
て
い
っ
た
。
だ
が
全
集

編
纂
に
よ
り
欧
米
で
の
執
筆
活
動
を
振
り
返
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
外
国
の
文
化

の
受
容
も
平
民
の
社
会
参
加
状
況
も
変
化
す
る
中
で
、
改
め
て
江
戸
平
民
文
化
の
保
存

を
強
調
す
る
と
同
時
に
、
次
な
る
表
現
に
向
か
わ
ん
と
し
た
の
は
必
然
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
『
江
戸
藝
術
論
』
は
、
浮
世
絵
版
画
の
作
品
鑑
賞
に
新
た
な
表

現
を
持
ち
込
み
、
欧
米
の
今
日
で
は
埋
も
れ
が
ち
な
浮
世
絵
研
究
者
た
ち
の
功
績
を
伝

え
る
貴
重
な
一
冊
で
あ
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
な
の
で
あ
る
。
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（
該
当
頁
は
一
二
〇
頁
）、
図
様
を
読
み
解
い
て
い
た
可
能
性
の
指
摘
が
あ
る
。

（
16
）　

Cf.
拙
論
「1910

年
代
の
文
学
者
に
よ
る
浮
世
絵
再
評
価
の
研
究
―
永
井
荷
風
と

小
島
烏
水
を
中
心
に
」（『
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
36
号
別
冊
』、
二
〇
一
七
年
三
月
）、

「『
す
み
だ
川
』
の
重
層
す
る
風
景��

荷
風
・
清
親
・
広
重
な
ど
」（『
相
模
女
子

大
学
紀
要
』V

O
L.81

、
二
〇
一
八
年
三
月
）。

（
17
）　

馬
渕
明
子
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
に
お
け
る
北
斎
現
象
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」（
袴
田
紘
代
、

池
田
祐
子
責
任
編
集
『
北
斎
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム��H

okusai

が
西
洋
に
与
え
た
衝
撃
』　

読
売
新
聞
東
京
本
社
、�

国
立
西
洋
美
術
館
、
二
〇
一
七
、
該
当
頁
は
十
四
頁
）。

（
18
）　

テ
イ
ザ
ン
（
ト
レ
ッ
サ
ン
）
の
原
文
は
次
の
通
り
。«�Shiba�K

okan�fut�un�
initiateur.�H

okusai�lui�dut�la�connaissance�des�lois�de�la�perspective�
qui�lui�furent�enseignées�vers�1796.�»,�( p.�200

）.

（
19
）　

テ
イ
ザ
ン
の
原
文
と
拙
訳
を
記
す
。«�Il�suiffi

t�pour�sʼen�rendre�com
pte�

de�jeter�un�coup�dʼoeil�sur�la�planche�du�pont�de�N
ihon-Bashi.�D

e�
celui-ci,�nʼest�representée�que�la�partie�supérieure�avec�les�têtes�
et�les�ballots�sortant�dʼune�foule�grouillante�et�dépassant�à�peine�
le�bord�du�bas�de�lʼestam

pe.�En�ariière�convergent�vers�la�ligne�
dʼhorizon�les�deux�rives�du�fleuve�bordées�de�m

aisons.�D
ans�le�

fond�une�m
asse�de�verdure�dʼoù�sortent�les�constructions�dʼun�

tem
ple�et�dans�le�lointaine�extrêm

e�le�Fouji�ém
ergent�de�la�

brum
e.�»�( p.�230).　

「
日
本
橋
の
版
を
一
瞥
す
れ
ば
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。

版
画
の
下
の
へ
り
を
か
ろ
う
じ
て
越
え
て
ひ
し
め
く
群
衆
の
、
突
き
出
て
い
る

頭
や
包
み
の
上
部
の
み
を
描
い
て
い
る
。
後
景
で
は
家
の
立
並
ぶ
両
岸
が
水
平

線
の
方
に
向
か
っ
て
い
て
、
そ
の
奥
に
緑
の
木
々
の
一
団
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

寺
の
よ
う
な
建
築
が
現
れ
て
、
は
る
か
遠
く
に
富
士
山
が
霞
に
浮
か
び
出
て
い

る
。」�

こ
れ
が
荷
風
で
は
「
富
嶽
三
十
六
景
中
今
試
み
に
江
戸
日
本
橋
の
一
図

を
採
り
て
此
の
種
類
の
板
画
全
斑
を
想
像
せ
し
め
ん
と
す
。
日
本
橋
の
図
は
中

央
に
擬
宝
珠
を
聳
し
た
る
橋
の
欄
干
と
、
通
行
す
る
群
集
の
頭
部
の
み
を
描
き

て
図
の
下
部
を
限
り
、
荷
船
の
浮
べ
る
運
河
を
挟
ん
で
左
右
に
立
並
ぶ
倉
庫
の

列
を
西
洋
画
の
遠
近
法
に
基
づ
き
て
次
第
に
遠
く
小
さ
く
、
そ
の
相
迫
り
て
危

（
９
）　Christophe�M

arquet,�«�Le�regard�de�N
agai�K

afû;�une�relecture�des�
arts�dʼEdo�au�début�du�X

X
è�siècle�»,�Cipango�N

°�12,�2005,�pp.�307-
329.�

（
引
用
者
訳
、
ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ
「
永
井
荷
風
の
ま
な
ざ
し　

20
世
紀
初
頭

の
江
戸
藝
術
へ
の
再
考
」）
は
、
荷
風
の
『
江
戸
藝
術
論
』
を
包
括
的
に
論
じ
て
、

荷
風
の
豊
か
な
情
報
と
優
れ
た
文
体
と
で
浮
世
絵
な
ど
の
民
衆
文
化
を
再
評
価

し
た
意
義
を
認
め
た
論
で
あ
る
。
ま
た
同
論
に
は
「
浮
世
絵
の
鑑
賞
」
の
注
釈

付
き
の
仏
語
訳
が
あ
る
（«�U

n�regard�dʼam
ateur�sur�lʼU

kiyo-e�»,�Cipango�N

°�

12,�2005,�pp.�331-343.
）。

（
10
）　

小
木
新
造
「
荷
風
の
『
江
戸
藝
術
論
』
考
」（
木
代
修
一
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
編

集
委
員
会
編
『
知
識
人
社
会
と
そ
の
周
囲　

木
代
修
一
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集�

1
）』

雄
山
閣
出
版
一
九
七
五
年
十
一
月
、
該
当
頁
は
二
四
三
頁
）。

（
11
）　

澤
野
邦
子
「
荷
風
と
江
戸
趣
味
」（『
國
文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
一
九
六
四
年

四
月
、
該
当
頁
は
四
四
頁
）。

（
12
）　

本
章
で
の
情
報
源
は
、
注
に
上
げ
た
も
の
以
外
で
は
拙
著
『
国
境
を
越
え
た
日

本
美
術
史�

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
か
ら
ジ
ャ
ポ
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
交
流
誌1880-1920

』

（
藤
原
書
店
二
〇
一
五
年
二
月
）
の
「
主
要
参
考
文
献　

Ⅴ
日
本
美
術
コ
レ
ク
タ
ー

と
研
究
家
に
関
し
て
」
に
上
げ
た
資
料
、
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
国
立
美
術
史
研
究

所IN
H

A

に
よ
る
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス�Collectionneurs,�collecteurs�et�

m
archands�dʼart�asiatique�en�France�1700-1939,�octobre�2022:�

https://agorha.inha.fr/database/81�

に
な
る
。

（
13
）　

Cf.
踊
共
二
「
ス
イ
ス
商
人
ハ
ン
ス
・
シ
ュ
ペ
リ
の
日
本
論�

印
章
に
み
る
日
本

の
文
化
と
社
会
」（『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
三
七
巻
四
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）。

（
14
）　Ex.�Georges�de�T

ressan,�«�LʼEcole�U
tagaw

a.�LʼEstam
pe�Japonaise�»,�

Bulletin de la société franco-Japonaise de Paris�n

°X
X

X
,�Juillet�

1913.�

署
名
はM

.�le�m
arquis�de�T

ressan.

（
15
）　

林
信
蔵
「
鈴
木
春
信
の
幻
想
曲��

永
井
荷
風
の
美
術
批
評
に
お
け
る
比
喩
と
し

て
の
〈
音
楽
〉
を
め
ぐ
っ
て
」（『
大
正
イ
マ
ジ
ュ
リ
ィ
』
九
号
、
二
〇
一
三
年
）
に
、

春
信
の
《
筒
井
筒
》
に
「
ペ
レ
ア
ス
と
メ
リ
ザ
ン
ド
」
を
連
想
し
た
の
は
「
ロ

マ
ン
・
ロ
ラ
ン
か
ら
受
け
取
っ
た
ア
イ
デ
ア
の
敷
衍
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
」
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永
井
荷
風
「
仏
國
文
豪
の
浮
世
絵
研
究
」
に
つ
い
て
」『
相
模
国
文
』
46
号
、

二
〇
一
九
年
十
月
）。

（
22
）　

Cf.
児
島
春
奈
「
永
井
荷
風
『
江
戸
藝
術
論
』
に
お
け
る
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン

ク
ー
ル
へ
の
ま
な
ざ
し�:�

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
脱
構
築
か
らO

riginalité

の
構
築

へ
」（『
国
文
学
研
究
』
195
集
、
二
〇
二
一
年
十
月
）。

（
23
）　

今
日
の
名
称
は
次
の
通
り
。Ernest�Fenollosa,�T

he m
asters of U

kioye: a 
com

plete historical description of Japanese paintings and color 
prints of the genre school,�1896.

（
24
）　

市
川
左
団
次
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
次
の
書
が
詳
し
い
。
近
藤
富
枝
『
荷
風
と

左
団
次
』（
河
出
書
房
新
社
二
〇
〇
九
年
十
月
）。

（
25
）　V

ignier,�Inada,�K
iyonaga, Buncho, Sharaku : estam

pes japonaises, 
exposées au M

usée des arts décoratifs en 1911,�1912.�

一
連
の
展
覧
会

の
企
画
、
構
成
、
当
時
の
欧
米
の
浮
世
絵
研
究
の
水
準
を
反
映
し
た
図
録
の
内

容
に
つ
い
て
は
拙
論
「
パ
リ
装
飾
芸
術
美
術
館
浮
世
絵
版
画
展�1909

～1914

年�

全
図
録
集
成　

別
冊
解
説
」（
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
シ
ナ
プ
ス
二
〇
一
八
年
十
月
）

で
詳
述
し
た
。

（
26
）　

本
章
は
一
部
以
下
の
論
文
と
重
な
る
点
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
拙

論
「
近
代
日
本
に
お
け
る
美
術
史
上
の
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」
へ
の
認
識
」（
ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム
学
会
編
『
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
を
考
え
る　

日
本
文
化
表
象
を
め
ぐ
る
他
者
と
自

己
』
思
文
閣
二
〇
二
二
年
四
月
、
該
当
頁
は
七
四
～
七
九
頁
）。

（
27
）　

小
林
太
市
郎
「
日
本
美
術
及
び
印
象
派
絵
画
と
テ
オ
ド
ル
・
ヂ
ュ
レ
（『
北
斎

と
ド
ガ
』
全
国
書
房
一
九
四
六
年
一
月
）、
引
用
は
『
小
林
太
市
郎
著
作
集
』
第
二

巻
、
淡
交
社
一
九
七
四
年
四
月
、
該
当
頁
は
二
九
〇
頁
。
初
出
は
『
國
華
』

（
一
九
三
八
年
五
月
、
五
七
一
、
一
九
三
八
年
六
月
、
五
七
二
、
一
九
三
八
年
七
月
、

五
七
三
）。

（
28
）　

池
上
忠
治
「《
日
本
趣
味
》
研
究
の
た
め
に
（
解
説
）」（『
小
林
太
市
郎
著
作
集
』

第
二
巻
、
淡
交
社
一
九
七
四
年
四
月
、
該
当
頁
は
三
九
三
～
三
九
五
頁
）。

（
29
）　

柳
亮
「
近
代
フ
ラ
ン
ス
絵
画
に
影
響
し
た
日
本
的
要
素　

三
」（『
南
画
鑑
賞
』

一
九
三
八
年
三
月
号
、
該
当
頁
は
三
二
、
三
三
頁
）。

く
両
岸
の
一
点
に
相
触
れ
ん
と
す
る
辺
に
八
見
橋
と
外
濠
の
石
垣
を
見
せ
、
茂

り
し
樹
木
の
間
よ
り
江
戸
城
の
天
主
台
を
望
ま
せ
た
り
。
富
士
山
は
天
主
の
背

後
に
棚
曳
く
霞
の
上
（
図
の
左
端
）
に
高
く
小
さ
く
浮
び
出
さ
し
む
。」（
一
九
三

頁
）
と
な
る
。

（
20
）　

実
は
小
説
作
品
で
も
、
テ
イ
ザ
ン
の
書
物
を
参
考
に
し
て
日
本
人
に
つ
い
て
批

評
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
会
話
が
あ
る
。
以
下
テ
イ
ザ
ン
の
「
第
二
章　

浮

世
絵
の
一
般
的
傾
向
」
原
文
と
拙
訳
を
記
す
。«�Ce�qui�différencie�

essentiellem
ent�notre�intellect�de�celui�des�Japonais,�cʼest�que�

nous�aspirons�à�la�spiritualité�alors�quʼils�obéissent�à�des�
tendances�purem

ent�esthétiques.�N
ous�som

m
es�des�hom

m
es�de�

cerveau,�le�N
ippon�estim

e�seulem
ent�les�choses�réelles.�

（----

）�à�la�
m

étaphysique,�il�nʼa�aucune�prétention.

（
我
々
の
知
性
と
日
本
人
の
そ
れ

と
本
質
的
に
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
我
々
は
精
神
性
を
渇
望
す
る
の
に
対
し
て
、
彼
ら

は
純
粋
に
美
的
な
傾
向
に
反
応
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
我
々
は
頭
脳
の
人
間
で
あ
り
、

日
本
人
は
現
実
に
あ
る
も
の
の
み
を
評
価
す
る
。（
略
）
日
本
人
に
は
抽
象
的
思
考
へ
の
意

気
込
み
の
よ
う
な
も
の
は
全
く
な
い
。）»�（p.�137,�138.

）
こ
れ
が
「
帰
朝
者
の
日
記
」

（『
中
央
公
論
』
一
九
〇
九
年
十
月
）
十
二
月
二
日
の
項
で
の
会
話
を
彷
彿
と
さ
せ

る
。
こ
れ
は
二
人
の
西
洋
藝
術
の
識
者
が
フ
ラ
ン
ス
の
彫
刻
の
表
現
か
ら
敷
衍

し
た
も
の
で
、
抄
出
す
る
と
「
要
す
る
に
日
本
人
に
は
頭
が
無
い
ん
で
せ
う
。」

「
私
は
日
本
人
に
は
、
藝
術
家
と
し
て
、
空
想
と
情
熱
が
乏
し
い
の
ぢ
や
無
い

か
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。」
と
い
い
「
日
本
人
は
一
度
だ
つ
て
空
想
に
悩
ま
さ
れ

た
事
は
な
い
ん
で
す
ね
。」「
眼
に
見
え
る
敵
に
対
し
て
復
讐
の
観
念
か
ら
戦
争

し
た
ば
か
り
で
」「
精
神
の
不
安
か
ら
動
搖
し
た
事
は
な
い
。」（『
荷
風
全
集
』
第

六
巻
、
岩
波
書
店
二
〇
〇
九
年
五
月
、
該
当
頁
は
一
五
七
頁
）
と
い
う
現
実
の
出
来

事
に
関
心
を
持
ち
、
抽
象
的
な
概
念
を
造
形
と
し
て
表
現
し
た
り
哲
学
と
し
て

突
き
詰
め
て
い
く
文
化
が
な
い
こ
と
を
、
当
時
の
日
本
語
の
表
現
で
言
い
換
え

て
い
る
と
読
め
る
。

（
21
）　

拙
論
「
永
井
荷
風
の
浮
世
絵
研
究
―
「
ゴ
ン
ク
ウ
ル
の
歌
麿
伝　

幷
に
北
斎

伝
」
を
中
心
に
―
」（『
国
文
学
研
究
』
179
集
、
二
〇
一
六
年
六
月
）、「
全
集
未
収
録
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（
30
）　

柳
亮
「
浮
世
絵
と
印
象
派　

ピ
ク
ト
リ
ス
ク
と
レ
ア
リ
ズ
ム
の
問
題
」（『
画
論
』

六
、
一
九
四
二
年
二
月
、
該
当
頁
は
八
、
九
頁
）。
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Treatise on Essays on Edo-period Arts
(Edo Geijutsu-ron) of NAGAI Kafû

Asuka MINAMI

　　　　　NAGAI�Kafû�wrote�nine�essays�on�the�study�of�ukiyo-e� in�1913�and�14.�Based�on�the�studies�of�
Western�Japonisants,�he�aimed�to�highlight�the�popular�arts�of�the�Edo�period�and�may�have�published�
his�writings�around�1914.�However,�it�was�in�1920�that�he�published�a�book�entitled�Essays on Edo-period 
Arts (Edo Geijutsu-ron) including�papers�on�kabuki�and�on�parodic�poems�kyôka�as�well�as.�Although�
historians�of� Japanese�art�appreciate�Kafûʼs�work,� this�book�has�hardly�been�examined�by�scholar,�
because�of�numerous�quotations�from�foreign�texts� (Goncourt,�Fenollosa,�Tressan,�Seidlitz,�etc.),�as�well�
as� stories� of�major� and�minor� painters� (Harunobu,�Utamaro,�Hokuju,�Kuninao,� etc.)� and� literary�
descriptions�about�ukiyo-e�by� the�author�himself.� In�addition,�Kafû�modified�his� essays�before� the�
publication�in�1920�to�supplement�the�defects�of�previous�studies.
　　　　　In�this�paper,�we�explore�the�situation�and�the�social�background�of�Kafû�up�to�the�publication�of�
the�book�in�1920,�commenting�on�the�Japanologists�he�quoted.�We�also�examine�the�reasons�why�Kafû�
was�so�attached�to�the�popular�arts�of�the�Edo�period,�how�he�refers�to�studies�of�Western�Japonisants�
and�adds�his�original�opinions�as�a�protector�of�the�arts�of�Edo�commoners.�Finally,�we�note�its�influences�
in�the�1930s�on�studies�by�later�art�historians.

Key Words：NAGAI�Kafû,�Essays on Edo-period Arts�(Edo Geijutsu-ron),�Ukiyo-e�Studies,�
� Western�Japonisants,�post�japonisme.
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